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里遺蹄が所在する裾野市は、富士山南東麓、箱根山西麓、愛鷹山東麓といった三万を

LU々 に間まれた風光明婚な土地である。市街を南、北に流れる黄瀬川lは、その本支流に

渓谷などの景勝地を形成している。第二東名高速道路は、黄瀬川西側の葉鷹山麓をほぼ南北に延びてお

り、急u皮な谷やその周囲の尾根を分断している。第二東名高速道路建設に伴う事前調査によって、この

地域が縄文時代を中心に、狩り場あるいはキャンアイト的な生活の場所として利用されていたことが

らかにされつつある。欄返遺跡では、縄文時代早~後期にわたる大型の土坑が検出されたほか、

時代中期の竪穴住居跡も発見された。土坑の機能は、動物を捕らえるための陥穴との説が有力、で、ある

貯蔵穴・墓騒などその他のいくつかの機能が推測されている。また、今里遺跡では縄文時代の集石土坑

が検出されている。

竪穴住居や集石。焼土等の遺構と土坑と

が盛んであった頃、富士山に極めて近い

を有機的に関連づけることは困難であるが、火山活動

、縄文時代の人々 残しているという事

らかにされた意義は大きい。

さて近年、樺々な開発行為に伴い埋蔵文化財の発掘調査が急増し、数多くの遺跡が消滅してきた。こ

の中で、記録保存という形で蓄積されていく膨大な資料が、埋蔵文化財の理解と保護のために十分

用されていくことを切に願いたい。

最後になったが、調査ならびに本書の作成にあたっては、中日本高速道路株式会社東京支社(I日日本

@静岡県教育委員会をはじめとする多くの関係諸機関各位に多大なる援助 e 協力

をうけた。厚くお札を申し上げる。またこの場をお借りして、現地調査⑦資料整理に参加した調査員⑩

ねぎらいたい。

平成20年 9月

静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長清水哲
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""J ( 第二東名地点)

ある。

から平成16年 rJ月まで

し12こ。
円

J。 1-
G、 は以下のとおりである。

地点)

確認調査 l 平成14年 4 月 ~"，J 5月

掘削作業委託:

l期平成14年同月

:静岡人類史研究所

:(株)

本調査II期平成15年 4月~平成:l5年10月

掘削作業委託;丸勇建設(株)

本調査m期平成16年 4 月~" 7月

3月

(株)

:国際航業

(株) 潤量業務委託:国際航業(株)

確認調査 2 平成16年 4 月~~ 5用

(i朱) 測量業務委託:国際航業

本調査IV期

@報告書作成

16年 5 月，，~ 7月

:山之内建設 :国際航業(株)

18年四月~平成20年 6月

調査 1月

:(株)

4月--.._， 5，月

: (株)

平成18年12月~平成20年 6月

以下の通りである。

生
小

町
立
刊
d

J
f
t
a
u

、

本調査

:国際航業

(本調査)

主任調査研究員:

調査研究員:



国

:成田修一

平成19年度

調査研究員:

平成年度(資料整理)

:笹原千賀子

調査研究員:壬生亮輔

1 黒曜石の原産地分析は、

2、本調査m.

日。作業の迅速化を図るため、石器実測図について

した。

7.本書の執筆分担は以下の通りである。

第 I章及川

第III章4節 2. 当研究所技術員

そのイ血

8 小i崎晋氏

1 発掘調査の資料は、す

望月
9ヂ

i1'-、

そ 附編 した。

国際航業株式会社に委託

た。厚く し上げる。

る。



凡例

については点以下の基準に従い統一を図った。

口い一 -平面直角座標四系)を基準に、

: (X， Y = 35470命的 = (ilc， 1) 

今里遺跡:(X， y) = = ， 1) と設定した。

2 を り上げ、石器5、土器P、磯R、

り上げ番号を使用した。

に説bった。

りである。

C を付した。本文中

(I)どl

3，石器の実測は、

実測図

4。出土遺物の縮尺は原則として土器は 1/3、石器は小型石器を 4/5または 1/ふ

大型石器を 1/5とし、それぞれス今一ルを付した。

5.挿図の縮尺は各図に示す通りである。

を 1/3、

ρ 

り。 に用いる色彩に関する

を使用し~O

は、新版『標準土色r!l長』

7 

RG 

に関する表記は以下の通りである。

SB 住居跡 SF 土

FC 石器集中部 sx炭焼

と

坑 SY 集石遺構

跡

による石材標準資料を用い、

FP 焼土跡

ι石器の石;1寸分類は(有)

所技術員

9. 望月明彦氏 よるものである。

試料の微細・ を「分析不可」、 しなかった 「未実施」 とした。



10.本文中・挿図中の石材の略号は以下のとおりである。

番号 和 名 英名 標準資料略号

閃緑岩 diorite Di 
2 玄武岩 basalt Ba 
3 玄武岩(多孔質) vesicular basalt VBa 
4 ガラス質黒色安山岩 日lassvblack andesite GAn 
5 細粒安山岩 fine-grained andesite FAn 
6 輝石安山岩 pyroxene andsite An(Py) 
7 安山岩(多孔質) vesicular andesite VAn 
8 デイサイト dacite Da 
9 流紋岩 rhyolite Rhv 
10 黒曜石 obsidian Ob 
11 水晶 rock crystal RC 
12 チャート chert Ch 
13 角閃石片岩 amphibole schist AS 
14 緑色片岩 日reenschist GS 
15 硬質細粒凝灰岩 hard fine-grained tu百 HFT 
16 緑色凝灰岩 日reentuff GT 
17 頁岩 shale Sh 
18 珪質頁岩 siliceous shale SSh 
19 硬質頁岩 hard shale 日S
20 珪質粘板岩 siliceous slate SSI 
21 砂岩(細粒) fine-grained sandstone FSS 
22 砂岩(中粒) medium-grained sandstone MSS 
23 砂岩(粗粒) coarse-grained sandstone CSS 
24 斑レイ岩 gabbro Ga 
25 細粒斑レイ岩 fine-grained gabbro FG 
26 ホlレンフェルス hornfels Hor 

11.礁の観察にあたり、赤化の状態は次表を用いて判別した。

記号 赤化の状態

A 非赤化完形礁

B 非赤化破損磯

C 赤化完形磯

D 全赤化破損磯

E 割れ面非赤化磯

12.層位名の略号は、土層の説明とともに、「第田章2節」および「第W章2節j に明示する。

ただし、「第四章2節」および「第N章2節」に略号のない層位については、挿図・挿表内においてのみ、

別途以下の略号を用いた。

略号 層名 棚返遺跡基本層序 今里遺跡基本層序

NSC 新期スコリア層 第2層 第 2層
SNZ 砂沢スコリアを含む層 第3層 第3層

SG 仙石スコリアを含む層 第4層

KGP カワゴ平ノ号ミスを含む層 第5層 第4層

13.第 l図第二東名の路線と対象地点図・第8図裾野市内第二東名関連遺跡及び主要縄文時代遺跡図は、

国土地理院発行 1: 25，000地形図「裾野」を複写し加工・加筆した。
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第 I章総 論

第 I章 総 日命

第 l節調査に至る経緯

1 .裾野市内における埋蔵文化財の取り扱いの経緯

昭和62年東名・名神高速道路の混雑緩和の対策として、道路審議会において、第二東名、第二名神高

速道路の建設が建議された。

平成元年 第四次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道建設法の一部改正等を経て、

第28回国土開発幹線自動車道建設審議会において、神奈川県横浜市から愛知県東海市に至る第二東名高

速道路(以下、第二東名)が計画された。

この基本計画策定を受けて静岡県は、平成元年12月、第二東名建設推進庁内連絡会議を設置し、静岡

県教育委員会文化課(以下、文化課)もこの協議に参加した。

平成3年 第二東名の基本計画については、文化財を合む環境調査等がおこなわれ、他の公共事業や

地域開発計画との調整を図り、 9月24日、静岡県の長泉町から引佐町(現浜松市、以下同じ)に至る都

市計画の決定が告示された。

平成4年 環境調査と並行して、埋蔵文化財の分布状況も把握された。第二東名建設に係る調査の指

示を受けた日本道路公団(現中日本高速道路株式会社、以下同じ)は、 2月17日付けで文化庁にこれを

通知するとともに、 5月11日付けで、日本道路公団東京第一建設局長(以下、建設局長)から静岡県教

育委員会教育長宛(以下、県教育長)に、第二東名建設予定地内の埋蔵文化財の分布調査が依頼された。

また、 8月27日付けで日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所長(以下、事務所長)から県教育長

宛に、「第二東海自動車道の埋蔵文化財包蔵地の所在の有無についてj が照会された。これを受けて県

教育委員会は、 9月29日に関係市町村教育委員会の関係者を集めて、第二東名路線内の埋蔵文化財踏査

連絡会を設けるとともに、第二東名路線内における埋蔵文化財の所在について、当該市町教育委員会に

照会し、当該教育委員会から回答を得た。

平成5年 県教育委員会はこの回答をもとに協議をおこない、結果を 3月18日付けで、県教育長から

事務所長宛に回答した。この時点で、調査対象箇所は136箇所、調査対象面積は1，453，518ぱとなってい

る。その後、長泉町~引佐町間(第四次区間)については、 11月19日付けで日本道路公団に施行命令が

出された。これに伴い、日本道路公団東京第一建設局及び静岡県土木部高速道路建設課、文化課で、埋

蔵文化財調査の進め方を協議した。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取り扱い等について検討すると

ともに発掘調査の実施については日本道路公団が財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所(以下、当研究

所)に委託することが確認された。しかし、短期間に膨大な調査をおこなうための体制作りが課題と

なった。

平成 6年 文化課が調査対象箇所の状況を調査するとともに、前年度に告示されたパーキングエリア、

サ」ビスエリア建設予定地内の踏査を、当該市町教育委員会に依頼。その結果、調査対象地は133箇所、

調査対象総面積は1，286，759mとなった。

一方、長泉町から御殿場駒門の13.4畑1(第13次区間)については、平成6年に埋蔵文化財の所在の有

無に関する照会が出され、市町教育委員会によって踏査がおこなわれた。同区間については平成9年に

施行命令が出されている。

平成 7年 路線の一部で境界杭が打設され、埋蔵文化財調査の開始に見通しが出てきた。こうした中

で、日本道路公団静岡建設所と文化課による「第二東名関連埋蔵文化財連絡調整会議j が設置され、第



第 1表 裾野地区現地調査関係者一覧

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

所長 斉藤忠 斉藤忠 斉藤忠 斉藤忠 斉 藤 忠 斉 藤 忠 斉藤忠 斉藤忠 斉藤忠 清 水 哲

副所長 山下晃 山下晃 山下晃 飯田英夫 飯田英夫 飯田英夫

常務理事 伊藤友雄 伊藤友雄 粂国徳幸 粂回徳幸 粂国徳幸 平松公夫 平松公夫 平松公夫 清 水 哲 清 水 哲

事務局長 清水哲

大場正夫
大場正夫

事務局次長 (H20 次長)
佐野五十三

及 川 司
及川l司

稲葉保幸
稲葉保幸

総務部長 伊藤友雄 伊藤友雄 粂回徳幸 粂国徳幸 粂田徳幸 平松公夫 平松公夫 平松公夫

総務部次長 鎌田英巳 鎌田英巳 鈴木大二郎 鈴木大二郎

総務部 総務課長 杉木敏雄 杉木敏雄 本杉昭一 本杉昭一 鎌田英巳 鎌田英巴 鈴木大二郎 鈴木大一郎 大場正夫 大場正夫

(H19総務課) 経理専門員 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸

担当 総務係長 田中雅代 田中雅代 山本広子 山本広子 山本広子 佐藤美奈子 佐藤美奈子 芦川美奈子 芦川美奈子 山内小百合

会計係長 大石真一 大橋薫 大橋薫 大橋薫 野島尚紀 野島尚紀 野島尚紀 杉山和枝 杉山和枝 杉山和枝

部長 佐藤達雄 佐藤達雄 佐藤達雄 山本昇平 山本昇平 山本昇平 石川基久 石川基久

栗野克巳 栗野克巳 栗野克巳 栗野克巳 佐野五十ニ

調査研究部次長 佐野五十三 及川司
栗野克巳

中嶋郁夫 中嶋郁夫 中嶋郁夫 中嶋郁夫 及 川 司
及JlI司

佐野五十三 佐野五十三 佐野五十三 佐野五十三 稲葉保幸

資料課長 佐野五十二 大石泉 栗野克巳 栗野克巳 栗野克巳 栗野克巳

調査課長 及川司 及 川 司 及 川 司
調査研究部

調査研究一課長 及川司 及川司 及川司 中嶋郁夫 中嶋郁夫 中嶋郁夫 中嶋郁夫
(Hl9-調査課)

調査研究二課長 遠藤喜和 篠原修二 篠原修二 佐野五十ニ 佐野五十三 佐野五十二 佐野五十二

調査研究二課長 飯塚晴夫 篠原修一 足立順可 足立順司

調査研究四課長 足立願可

保専処理室長 西尾太加ー 西尾太加ー 西尾太加ー 西尾太加ー 西尾太加ー 西尾太加ー 西尾太加ー 西尾太加ー

事業係長 稲葉保幸

事業担当 中鉢京子 中鉢京子 中鉢京子

第 2表調査実施期間

地点名(Nol 遺跡名 確認調査 本調査 本調査(対rrl象)面積

その l 平成13年10月~平成13年11月 I期 平成15年4月~平成16年2月 6904rrl 

144 塚松遺跡 その 2 平成14年11月~平成15年 3月 H期 平成16年4月~平成17年 3月 11552rrl 

E期 平成17年 5月~平成17年 8月 54rrl 

I 1・2区 富沢内野山皿北遺跡 その l 平成14年 l月~平成14年 3月 I期 平成14年4月~平成15年 1月 8380rrl 

CR-36 I 3・5・7区 富沢内野山W西遺跡 その 2 平成14年 4月~平成14年 6月

6区 富沢内野山V遺跡

土 3 富沢内野山 I西遺跡
その l 平成14年 l月~平成14年 3月 I期 平成14年 8月~平成15年3月 7800rrl 

その 2 平成15年 2月 平成15年4月~平成15年 7月 4056rrl 

14←2 入ノ洞B遺跡
平成14年11月~平成14年12月 I期 平成14年 1月~平成14年 3月 1000rrl 

11期 平成14年4月~平成14年8月 2125rrl 

144-3 内野山V遺跡 平成15年 9月 平成15年 9月~平成16年 3月 3500rrl 

145 老平遺跡 その 1 平成14年 9月・平成14年11月 平成15年4月~平成16年3月 9030rrl 

146 下ノ大窪遺跡
平成15年4月~平成15年 5月 I期 平成15年5月~平成16年3月 6300rrl 

H期 平成16年4月~平成17年 3月 4531rrl 

147 併ヶ尾遺跡
平成15年 4月~平成15年 5月 I期 平成15年 6月~平成16年 3月 5630rrl 

H期 平成16年4月~平成16年 7月 2270rrl 

148 細沢遺跡 乎成16年4月~平成16年 8月 平成初年度調査予定 未定

148-2 なし 平成18年 4月~平成18年 5月 平成18年 6月~平成19年 l月 1447rrl 

148-3 南山田遺跡 平成17年 4月 平成17年 4月~平成17年 7月 280rrl 

149 上条遺跡
平成16年4月・ 8月・ 9月 I期 平成16年 2月~平成16年 3月 2043rrl 

11期 平成16年4月~平成17年 3月 3419rrl 

平成15年 8月 I期 平成15年12月~平成16年 3月 765rrl 

150 大端ヶ I遺跡 平成15年11月~平成16年 l月 11期 平成16年4月~平成16年12月 4409rrl 

E期 平成18年4月~平成18年11月 1193rrl 

150-2 藤畑遺跡 平成15年 9月 平成15年9月~平成16年 2月 6155rrl 

151 大端ヶ 11遺跡 平成15年 4月・ 5月 平成15年 6月~平成15年11月 3765rrl 

152 北ノ沢遺跡 平成14年11月~平成15年 l月

その I 平成14年 4月~平成14年 5月 I期 平成14年10月~平成15年3月 2200rrl 

153 榔返遺跡
その 2 平成16年 4月~平成16年 6月 11期 平成15年4月~平成15年10月 2500rrl 

皿期 平成16年4月~平成16年 7月 2218rrl 

W期 平成16年 5月~平成16年 7月 1718rrl 

153-2 今虫遺跡 平成14年11月 平成15年 4月~平成15年 5月 200rrl 

その l 平成13年 7月 I期 平成13年9月 3600rrl 

154 薬師海道遺跡 その 2 平成14年 4月

その 3 平成15年 7月

155 曲久保遺跡 平成13年7月
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第 I章総 論

第3表対象地点一覧

対象地点 対応する遺跡

No.l44t也点 塚松

1・2区 富沢内野山頂北

C R-36 3・5・7区 富沢内野山W西

6区 富沢内野山V

士一3 富沢内野山 I西

No.l44-2地点 入ノ洞B

No.l44-3地点 内野山V

No.145地点 老平

No.l46地点 下ノ大窪

No.147地点、 傍ヶ尾

No.l47-2地点 なし

No.148t也点 細沢

No.148-2地点 なし

No.l48-3地点 南山田東

No.l49地点 葛山上保

No.l49-2地点 なし

No.150地点 葛山大端ヶ I

No.l50-2地点
l区 葛山大端ヶ班

2区 藤畑

No.l51地点 葛山大端ヶ II

No.152地点 なし

N日153地点 棚返

No.l53-2地点 今畏

No.l54地点 今里薬師海道

No.155地点 曲久保

第 1圏 第二東名の路線と対象地点
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二東名建設に係る埋蔵文化財の取り扱いを協議することとなり、 12月13日に第 l回会議がおこなわれた。

平成8年、第二東名に係る埋蔵文化財調査に向けて、建設局と県教育委員会は、 9月24日付けで埋蔵

文化財の取り扱いに関する確認書を締結した。さらに調査実施機関である当財聞を加えた三者は、 9月

25日付けで第二東名に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について定めた協定書を締結し、年度内に調査を

貴台めることとなった。

確認調査の結果を受け、平成 9年度に本格的に県内各地で発掘調査を開始した。これ以降、原則とし

て第二東名の本線、サービスエリア、パーキングエリア、廃土処分場については、当財団が調査を実施、

工事用道路、取り付け道路部分については当該市町教育委員会が対応することとし、現在(平成20年)

に至っている。

裾野市における第二東名調査区間は第13次区間に合まれ、本線部分20地点の遺跡の踏査・確認調査が

おこなわれているほか、工事用道路建設・廃土処分場に伴い 2地点、の確認調査がおこなわれた。この結

果、平成13年から遺跡数にして17遺跡の本調査がおこなわれ、現在も進行中である。(表 l・2参照)

第2節裾野市内における調査の概要

1 .現地調査の体制

裾野地区の調査は、平成13年度から確認調査を実施し、本調査は同13年の薬師海道遺跡を皮切りに始

められ、現在も部分的におこなわれている。

調査は、長泉町内に設けた事務所を基点として文化課の調査指導のもと文化財保護法第92条によって

おこなった。調査体制は別紙に示すとおりであるが、広大な面積を短期間で調査を終了させるために測

量作業や掘削作業を委託事業として外注した。

また、現地調査を優先しておこなっていく方針が出される中で、膨大な遺構・遺物を効率よく整理し

混乱を回避するために、基礎的な整理作業(遺物洗浄・注記)を基礎整理棟にて一括しておこなうこと

となった。

2 確認調査

古富士、新富士の火山灰が厚く堆積する愛鷹山麓は、多いところで10以上の文化層が確認されること

がある。文化層の枚数は調査の期間等に大きく影響を与えるため、確認調査において下層の状況を知る

ことは非常に重要で、ある。また、裾野市の第二東名予定地付近は、下層の調査例が少なく、周囲の遺跡

の状況から、予定地の内容を予想することが困難であるため、今回の調査においては、確認調査の重要

度は更に増した。

そのような中、確認調査の方法としては、調査区全体にlOxlOmグリッドを設定し、 lグリッドに対

して l箇所の試掘坑 (3x 3 m)を設定する全域のサンプリング方式をとり、原則として表土以外は人

力で掘削し、遺構・遺物の状態を確認した。しかし、旧石器時代の包含層が深いため、場所によっては

5x5mのテストピットに犬走りを設け、十分な安全対策をとった上で下層の調査を実施した例もある。

また、トレンチを併用して調査をおこなった場合もある。その他、表土直下が溶岩流等によって失われ

ている地点もあり踏査のみで終了した例もあった。

-4-



3 
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ものとなった。このため、 あれば同一遺跡内を、揺して
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定し、

によって

で工事側へと引き をとった。

と介、「ゾ三
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めに、 については

し3て 日張り合わせ之

をおこなった。

をおこなっている。また、

4 資料整理

的に着手した。

よって当i盟限J

しつ

し

また、この間国土地理院において

ら、当調査における

(トで遺跡を日子称してきた

により新規に遺跡の範囲、あるい

ら、下/

る

でおこなう。地点名と遺跡名の対応関係は表 3のとおりである。
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ーュータウン南東の谷底近く

し、南側約300mにヶ尾遺跡が存在する。

(2)調査方法と確認調査

( 3 )錨 51

ることなく 令f し

2者にて踏査Lた

きなかった。

内

して報告する。

ケ
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百日百

に広

につ
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当時の担当者の所見を

た。

作

しておこなうこととする。
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2. NO.149-2地点

( 1 )位置費立地と状況

葛山城世の南西約500mの谷部緩斜面に位置する。

谷間は西側に深く入り込んでいる。

( 2 )調査方法と確認調査

調査区分を裾野市に委託し、裾野市及び教育委員

会文化課・本財団の 3者にて踏査したが、遺構・遺

物は確認できなかった。

( 3 )結果

協議の結果、本地点対象範囲内は本調査に移行す

ることなく調査を完了した。

3. No. 152地点

( 1 )位置 E 立地と状況

棚返遺跡の南約300m、段丘状の尾根に位置する。

( 2 )調査方法と確認調査

16箇所のテストピットを設定し調査をおこなった。

東西の尾根上で旧石器・縄文時代の遺物が確認され

たが、遺構は検出されず、遺物の分布も極めて散発

的で遺構の在在を示す物で、はなかった。また、休場

層より下位は撹乱が激しい上、南北の尾根は中部

ローム層まで削平されていた。

( 3 )結果

協議の結果、本地点対象範囲内は本調査に移行す

ることなく調査を完了した。

4. No. 155地点

( 1 )位寵・立地と状況

愛鷹山南東麓、佐野川付近の斜面に位置し遺跡の

需には田場沢裏山遺跡、尾尻遺跡が存在する。

( 2 )調査方法と確認調査

テストピットを 5箇所、トレンチを 8簡所設定し

た。その結果、対象地域は二次堆積によって形成さ

れた谷であることが判明した。また、中世以降の円

形土坑を I基検出したが、遺物は出土しなかった。

( 3 )結果

協議の結果、本地点対象範囲内は本調査に移行す

ることなく調査を完了した。

6 -

第 3図 NO.149-2地点位置

第 4図 No. 152地点位置

第 5図 No. 155地点位置



第II章遺跡周辺の環境
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第二h 東名PJoJ53l地点
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第E章棚返遺跡第二東名No.153地点

明彦氏に依頼し、産地推定分析をおこなった。抽出の基準は、縄文時代の石器については調整・加工の

あるものを中心に、旧石器時代に関しては全てを分析の対象とした。

土器は型式分類をおこなった後、文様構成が明確なものを中心に拓本及び、断面実測をおこなった。ま

た、残存状態が良好な I個体とミニチュア土器 l個体に関しては復元を試みた。

また、出土した炭化物の年代測定をおこなった。測定業務は株式会社加速器分析研究所に委託し、

14C年代測定 (AMS法)を用いた。

報告書作成に伴い、全体図や遺構図等の図版作成、出土状況の記録と台帳に基づく一覧表の作成、拓

本、実測図の図版作成、遺物写真撮影と写真図版の作成をおこない、整理成果を踏まえて本文を執筆し

た。遺構図面に関しては、手取り実測図とシステムデータを統合した「遺構カード」を作成した。また、

調査現場で用いた光波測定機の記録データはCADで図化されるが、図化されたデータをベクトルグラ

フィックソフトに取り込み、ソフト上で図版の編集をおこなった。

第 4表作業工程

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

確認調査 l 確認調査2
同ーー 一5月'"'-'6月 4月'"'-'5月

本調査 I期 本調査II期 本調査E期

現地調査 10月'"'-'3月 4月'"'-'10月
同-

4月'"'-'7月

本調査W期

一5月'"'-'7月

資料整理
12月'"'-'3月 4月'"'-' 3月 4月'"'-'5月

11 
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第盟主主榔返遺跡第二東名No.l53地点
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第 8図 裾野市内第二東名関連遺跡及び主要縄文時代遺跡

第 5表遺跡名一覧

番号 遺跡名
旧石器 縄文時代 番

遺跡名
旧石器 縄文時代

時代 草創期:早期;前期;中期l後期:晩期 号 時代 草創期:早期:前期l中期;後期:Q免期

l曲久保遺跡 未報告 12 上川遺跡 。 。。。
2今里薬自晴海道遺跡 未報告 13 六反田遺跡 。
3 棚返遺跡 (No.l53) 。 。。。。。14 回場沢裏山遺跡 。。。。
4 今里遺跡 (No.l53-2) 時期不明 15 柳島遺跡 。。
5 葛山大端ヶ E遺跡 未報告 16 御宿新国遺跡 。
6 葛山大端ヶE遺跡 未報告 17 坂下遺跡 。
7 藤畑遺跡 未報告 18中里遺跡 。
8葛山大端ヶ I遺跡 未報告 19一色原遺跡 。。。
9 葛山上{傑遺跡 未報告 20 下条遺跡 。 。。
10 南山皿東遺跡 未報告 21 景ヶ島東遺跡 時期不明

11 細沢遺跡 。。。 '1~12は第一東名建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

-14 -



第田章棚返遺跡第二東名NO.153地点

2節基本層序と土層

11"" 

、
h
川
1
4
J

、A
q--d 

ATf

、
ーレ

hE

口、一、ム

層を恨拠に定義されたものであり、

る

に立地する

られ、他4の層{立においても

は以下の通りである(図 9)。

ある o 29 

という

姶良 3 丹沢パミス

層に分層が可能で、あり、

層

層

1
1

円
/
臼

土層締まりなし 粘性式とり

まりあり 粘性あり コリア l 5 を少し ラザラ

ミ。

第 3層 まりあり 粘性あり 1 ~v lOmmの砂沢スコリア層。 tj、細粒で、下部

粒である 0

4屑 オリーブ褐色 k層締まりあり 粘性あり 青黒色の角張ったfiJj石スコリア(径lOlllm制後)を

は最も締まりが強い。

第 5層 日音褐色土層 締まりあり 粘性あり 径 llTII日以下の白色パミスを多量に含む。撞色スコリア

2~ 111111程)を多く含み、仙石ラピリ(径 5 を極少量含む。カーボン粒子が多く

まれる。混入物多い。

6層 にぷい黄褐色土層締まりあり 粘性あり コリアと コ1)ア 1 ~ 2 をf亙

む。 なし ある。

第 7層暗褐色土層 まりあり 粘性あり コリア(径 1~ 2 を 黒色スコリア

1 ~~ 2 

8 ーし まりあり 粘性あり 層、またはスコリア なく、

YLUに 包パ，ご

9 締まりあり コリア 1 ~V 21凶1)を少量含み、黒色スコリ

ア

第層 りあり 粘性あり コ1)ア 1 ~，~ 5 を スコ 1)

ア め、_l~o 令4 。

l層 まりあり 粘性あり コリア(径 1~~ 2 を 黒色スコ 1)ア

合 している。

日吉オリーブ色二晋 りあり 粘性あり ると黄白色)スコリア(径 1~v 2 

を スコリア ッタ E品t1)令、-，。

第13層褐 土層締まりあり η コリアと黒色スコリア 2~3Elm)を

第14層 ミド h い粘性なし コリア(径 3~5 を コリ

ア 5'~ 7 ヲ1:: ぐ 。YL以上と し

15 



第15層黄褐色土j冒 まり り コリア 3 ，，~ 5 を ¥ ノ コリア

(径 5"'~ '11lilll 乏しい。

第16層 なし J 円 ~~ι4 居。

り コリア 3へや 4 コリ

、lぞ? ローム質。

まり強い粘性あり コワアと コリア を

乏しい。

第層黄褐色土層 まり あり コリア b を; 黒色スコリ

ア 亡d チビヘー

第 層 色土 締まり しユ り コリア(径 2 3 illlll) を

しい。

まり強い粘性あり コリアと コ1)ア 2へJ3mul) を

オリー まり強い粘性あり コリアと コリア 2~3 、乞~ 

し含む。黒色はなく、 コリア量が減る。

第23層 オリーブ褐色土層 まり ミ粘性あり 黒色スコリア(径4~~ 5 を く含み、

コリア(径 1'"" 2 

オリー 宇u、~ り コリア 1 ~V 2 を

しい場所が多い。

リープ褐色土層締まり強い 粘性あり 赤色スコリア〈径 1~， 2 mlll)を多く含む。やや暗色1.0

締まり強い粘性あり コリア

L \t~ 。

第層オリーブ褐色土層締まり強い粘性あり 赤褐色スコリア

第層褐色土層締まり強い粘性あり 赤褐色スコリアと

乏しい。

-灰黄褐色土層締まり 強い粘性強い

スコリア に広がる。

11.3 

5 を スコ

2 ~~ 3 を少量含む。

1 ~~ 2mm) 

コリア 1 '"" 3 を
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第二東名NO.153地点棚返遺跡第ll!主主

旧石器時代の遺構とよ3
di 

した。。諜101

キ議

( i )機群(第I訓 14i到)

!日石器時代の包含層(休場層以下)からは石器1

1=1'1して検出された地点を便宜的に蹴群とした。
d 

.:_) 

君ネ

東西5.0mの範囲に 9

安山岩(多孔質)

しユる。

らi会出した。1)ッド内、で¥二セロームH -10"" H-11 

1点であ

は197708 

してし亙る。
ふ>

C了はタール状の内 1lまつQ 。

3点である。

に11点

(多孔質)

した。 南北O.7m、

5点、玄武岩 3

g) である。

じこ
J 

である。

リッド内で、第 Iスコリ

うように集中して出土している。

4点は赤化;うま確認されている。総重量は g

3号機

号
内

L

E-2 

1m、東西2.4mの範囲に 9

3点が輝石安山岩である。

C-7⑩ 8"-D-7・8グリッド内で、第 Iスコリア層から検出した。

の礁が傾斜に添うように散漫に出土している。石村は 6点が玄武岩、

されている。総重量は810g (平均重量90因。g)である。

6 

2 

1図)

下)から出土しlc.石器は13点である。内訳は、磁器 l点、石刃 l

搬入石材 l点である。遺物量も少なし他の愛鷹山麓の遺跡同様遺物の上下動

@石器製作時期について言及で、きなかった。

えら

( I )石

旧石器時代の包含居

手iJ片 3

ら

栗色土層ら27 
9 と出土している~j: ナイア形石

となっている。らl

としたこ側縁加工

リングの方向から、主要剥離面の打点部を断

も器体中央が張り出しており、

をl ⑩ 2 、レ吋

Gり毛)0

hま

している。

は折損し、先端部は

りある。

3は箱根畑宿群となってい

と推定される。 4はホJレンブエ

にかけては主要剥離面倒から、左

る。し

り出し部分まで

えており、

とする

している。産地同定の結果、

ら

のナイア

フンティン

ら先端にかけて、

つように

基部側

している。 3は

フンティン

同定をおこなっていない

にかけて

る。 2

ある。右側縁部中央から

している。右側縁部の

を用いyレス

ランテイン

している。

19 

ナイフ野若者基(第11 図 Î~4

ナイア形石器は 4点出土している。 1~~ 3 

を先端としている。

えら

ランテイン

ている。器体先端部
、b

lさJv 



石i 刃(第11 I) 

if.ルンアェルス製の肉厚で

II鶏 16石器時代出土遺物
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※産地同定未実施

望号 諮 枝番 号:%1'重 層f立 グリッド 右折 品 重量匂)長径 (0ω短径(叩d 厚さ (cnl) ;:蹴制 Y座標(同 Z産駒 )

11-1 4771 づイ 7)巨石器 FB L-005 Ob VIDTY 2.9 4.39 1.8き 0.66 -86985.729 35516.823 300.597 

11-2 7616 すイ 77l予:包接 表孫、 Ob ※ 2.2 2，.71 1.85 0.52 

11-3 6371 ナイフ形石器 KU 0-002 Ob HNHJ 3.7 2.8丹 1.62 1.09 -87ω6.192 

11-4 6898 ナイフ形石器 FB G-Q03 Hor 5.2 4.I3 l.91 0.62 -87037，313 

11-] 6071 石刃 YLlVI [-004 Hor 27.0 6.71 3.17 1.24 -870l6.919 

7525 敵石 YLU B-003 Ba 199.2 8.92 5.03 3.52 -87052.616 

日) 隠岐石 YLM 日一日03 An(Py) 479.0 9.63 9.19 3.56 -87029.700 

5日94 謄飯石 YLU 1-003 l¥_江 (Py) 469.2 11.43 8.46 3.25 -87010.610 

7559 磨敵七日 γLU 1-004 Ba 501.5 J i.20 9.12 3.90 -87017.798 

7555 謄石 YLU 0-004 An (Py) 260.0 6.92 6.71 4.18 -87031.919 

34 ~楽器 YLM H-008 Ba 334.0 11.19 10.10 2.11 -87028.595 

7554 石lIll YLU 0-003 Ba 4800.0 18.22 21.20 7.00 -87036.869 

7545 台石 YLU 0-004 An(Py) 539.3 10.08 9.80 4.43 -8703i.733 

62ul 搬入石材 YLU I~004 Ob SWHD 32.5 4.56 3.37 1.90 …87018.125 

6072 剥)¥. YLL [-004 Hor 1.4 1.63 1.08 0.61 -87016.923 

7519 剥片 YLU G-003 Ob SWHD 0.7 2.33 1.22 0.56 -87037.971 

7520 剥片 YLU 0-002 Ob SWHD O.'i 1.02 1.20 0.63 -87日36.836

315.795 

315.415 

314.368 

313.659 

3100903 

313.533 

314.335 

314.462 

310.022 

314.586 

314.735 

314.788 

314.076 

315.174 

3i5.186 

35436.176 

35490.734 

3.5504.273 

35490.368 

35542.750 

35496.107 

35501.894 

35504.377 

35542.282 

35493.220 

35501.刷05

35501.119 

35504.266 

35492.913 

35488.641 

i日第 8

接合同日竺 ffiHiL :;511 $F.H::. 主主 Xg**(m) YmH~ (m) 乙
4994 YLU An(Py) D 100.0 ←86972.335 35525.629 300.284 R-l 
4995 YLU Ba B く10 -8G989.227 35518.LI，24 300.533 
4996 YLU An(Py) 0 3日o -86987.339 35517.202 300.422 
4997 YLU sa E 350.0 -86985.922 35515.469 300.695 
4998 YLU 8[1 D 1 JO.O -86972.2つ2 35525.556 299.688 
5αJ8 YLU Ba B 170.0 -86932.687 35531.137 299.324 
6233 YLU -87田0.229 お491.749 312.541 
7521 YLU VEa C 310.0 -87060.160 35524.448 311.872 

1 P(c9 ~~;~ Y日 An(町 C 100.0 -87052.875 :1附 211 313.613 
RG2 7527 SC1 Vsa E 70.0 -87052.623 35489.970 312.489 
RG2 7528 SCI Ba B 4.0.0 -87052.388 35489.484 312.388 
HG2 7529 SCl An{Py) B 却 o -87052.188 354悶 397 312.534 
RG2 '1530 SCl Ba B 20.0 -87052.184 35<)89.43ら 312..491
RG2 7531 SCl Ba B 60.0 -87052.14l 35489.257 312.491 
RG2 7532 SCi An(Py) 口 90.0 -87C号2.2町) 35489.125 312.553 
RG2 7533 SCl VBB E 40.0 -87052.081 35489.095 312.505 
RG2 753Li SC 1 An(Py) D く10 -87051.688 35489.205 312.407 
RG2 7535 SC 1 VBa 口 30.0 -87C月2.151 35488剖4 312.5的
RG2 753市 SCI An(Py) B 30，0 -87052.121 35488.809 312.541 
RG2 7537 NL An(Py) B 20.0 -87日51.532 35489日94 312.312 

'1538 SCl An(Py) D タル 90.0 -87060.575 35505.413 31 [，308 
7539 SCI BαB  80.0 "37058.183 35511.140 311.2日6
7540 SCl VBa B 叩 o -87閃6.191 35510.832 311.269 
7541 SCl Ba B 40.0 -87060.314 35524.277 310.735 
7，込2 SCI An(Py) B く10 -87059.499 35525.032 3lO.544 
7543 .sCl An(Py) 0 40.0 -8'707'1.346 3552，8.051 309.313 
754.4 YLU An(Py) C 2&0，0 -87042.165 3549:3.823 314.372 
1546 SCI Ba B 110.0 -87031.248 35509.701 310.804 
7547 YLU Ba B 60.0 -87022.232 35518.438 313.559 
7548 YL An(Py) B 380.0 -87015.342 35517.6関 :H2.246
'1549 SCl An(Py) B 90.0 -87015.901 35517.267 311.216 
75f引 SCI 日当 日 170.0 -87012.235 35499.184 313.119 
7551 YLU An(Py) J-j 20.0 -87041.352 35490.200 315.078 
7552 YLU Ba 0 スス 50.0 -87043.682 35489.999 314.215 
7丘町 YLM l-'G 0 !=lO.O -87日34.150 35J，93.!i88 314.116 
7556 YLM FG D 60.0 -87022.879 35510.840 314.276 
7557 YLM An(Py) D スス 40.0 -87023.216 35510.021 313.854 
7558 YLU An(Py} C 190.0 ←87018.5:lG 3:日01.003 314.545 
7560 YLU An(Py) C 440.0 -87015.124 355凹 797 314.310 
7603 NL B8. B 110.0 -87020.727 35568.100 301，.954 
7G04 NL VAn 0 トル 160.0 -8702l.5剖 355肢はII 叩4.960
7605 NL An(Py) B 60.0 -87日21.8!=l3 35558.294 304.855 
7606 NL An(Py) D 50.0 -87022.81/1 35563.3前 305.031
76日7 NL An(Py) B 2日o -37022.016 35570.056 30/1.844 
7608 NL AnCPy) B 1120.0 -87020.793 35569.370 304.885 
7609 NL An(Py) B 180.0 -87021.252 35570.753 304.881 
7610 NL An(Py) B 30.0 -8702.1.207 35570.756 304.820 
7611 NL An(Py) B 40.0 -87021.963 35573.153 304.78E 
7612 BBl /¥n(Py) B 100.0 -8702'1.739 35569，817 305.009 
7613 NL An(Py) B 220.0 -87023.475 35569.947 304.670 

HGl 
RGl 
RGl 

RGI 
RG1 
RGI 

RGI 
RGI 

RGI 

24 -

R-l 

スス ZE空哩
ヒピ重量ωX阿草加 y座標(叫 加I

87078.:mLl. 355L18.837 307.940 

80.0 -87038.853 35520.628 312.13E 
100.0 -87061.571 35537.141 309.880 

110.0 -87060.117 35538.'160 309.89也
70.0 -87060.337 35539.130 309日47
40.0 -87061.613 35640日1 31O.118 

20.0 -87062.925 35538.355 310.049 
60.0 -870日3.915 355戸ml09 310.572 

90.0 -87064.9)3 35:引9.841 310.229 
30.0 -87065.557 35539.369 310.475 

50.0 日7日65.612 35538.977 310.293 
80.0 -87065.431 35538.690 310.25日
170.0 -8706乱929 35539.417 310.105 

110.0 -87069.812 35538.818 310.236 
10.0 -8106S印l お538.414 310.237 
800.0 -86引 5.912 35545.837 298.156 

320.0 -86976.178 35546.377 298.036 
350.0 -86976.014 35546.522 297凹7
90.0 -86979.761 355羽 927 297泣4

120.0 -86979.314 35日6.55日 29'7.927
1650.0 -86976.169 35546.304 297.734 

30.0 -87070.696 35539.236 310.173 
100.0 -87071.541 35540.254 309.9'19 
250.0 -87069.803 35ヲ40.2主8 310.111 

90.0 -87070.038 35540.730 310.164 
10.0 -87072.959 35540.5'10 309.958 

30.0 -87054.520 お529.066 3lO.3SC 
20.0 -8'1050.719 35530.7Sfl 310凹3
90.0 -87023.265 35541.49<': 309.131 

lO.O -87開4.894 35537.998 310.675 
30.0 -87出5.293 35535.986 310.196 

160.0 -37日間 982 355お 613 310.114 
50.0 -87川63.817 35537.215 309.979 
50.0 -87022.708 抗日1.'134 309.256 

くiO -87023.521 35541.320 309.075 
40.0 -87071.552 35539.2日1 3拘 755

50.0 -87068.%0 35534..094 309.627 
100.0 -87067.520 35534.773 309.722 
30.0 -87067日08 35534.427 310.101 

叫 o -87日57.355 35535.836 300.811 
220.0 日7058.522 3~号536.857 ::)凹脱抑

80.0 -87057.868 355つ7.819 309.74日
60.0 -87066.7H6 35533.955 309.948 

120.0 -87065.629 35532.310 310.710 
110.0 -87065.104 35533.139 310.255 

60.0 -87059.448 35520.01日 311.356
35日日 86973.] 27 35522.92日 3肌 817
3即日 -86973.103 35523.050 :::00.739 
120.0 ..86972.203 3552l.l84 300回目

220日 -86972.037 35521.027 3帥 98'1
10.0 --86972.911 35525.959 300.224 

ヒビ

ヌス

化

ご

一

E

B

D

E

B

E

B

D

B

D

B

D

日

C

A

A

B

D

D

D

D

D

C

A

E

D

B

B

B

A

D

D

D

D

一
亦
一

D
U
C
E
D
B
D
C
C
E
D
H
D
D
D
 

!日

層位 石材

SC3 

YLU 
SCl Ga 
SCl VBa 
SCI Ba 

SCI Ba 
SC2 VBa 
SCI An(Py) 

SCI Ba 
SCl An(Py) 

SCI Ba 
SCI An(Py) 

SCl An伊y)
SCI Ba 
SCJ An(Py) 
YLU 、Bo
YLU Ba 
YLU An(Py) 

YLU Ga 
YLU Ba 
YLU An(Py) 

SCI Ba 
SCl 83 

SCI Ba 
SCI Ba 
SCl Ba 

YLL Ba 
YLlv1 An(Py) 

SCI Ba 
YLL Ba 
SCl Ba 

SCI Ba 
SCl An(Py) 
SCl An(Py) 
SCI An(Py) 

SCl An(Py) 
SCl ん1(Py)

SCl An(Py) 
SCI Ba 

SCl An(Py) 

SCl Ba 
SCl An(Py) 

SCI sa 
SCl An(Py) 

SCJ An(Py) 

SCI f3a 
γLU VAn 

YLU VBa 
YLU VBa 

YLU VBa 
YLU An(Py) 
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間
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山
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問

問

問

問

問
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制

問

問

削

間

制

問

棚

州

制

問

削

細

川

棚

山
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側

体
一

巡
…

RG3 
RG3 
RG3 

RG3 
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RG3 
RG~ 

RG3 



第E章棚;，区遺跡第二東名尚153地点

4 遺構と

ここでは、 る。

検出した遺構は、 l基、土坑基、

iこ位置し、そ

ら

に関しては、遺構内より出土した

は、遺構図上に検出位置と

戸ゐ

り

i土、

J. 

5墓、 5基であった。

出土;1犬視と共 し、

みを記した。なお、

しては本節で、は;阪わず、第 2節遺物編に した。

( 1 ) 

縄文時代

グリッ

.-.>41 

と考えられる

らJ検出した。

、調査区第 I区丘陵北端部の緩斜面(日-7 . 8 

する

は 6基、

とする楕円形をしている。

で、標高の高い西{刑から東側に向かし

を挟むように 2列各3基がほぼ並行に並ぶ。

短軸4.62m、

と考えられる

部分的にふさ

で石皿が出土している。

覆士、はカワゴ、平パミスを含む暗褐色土と、炭化物

を掘り込む形で検出された。ただL、第 l層

構の底にへばりつくように検出されていること、他の覆土に粘性が見られないこと、石間い炉の検出面

であることから、粘性のある黄褐色土(第16図覆土 3)のーと面であると考えられる。

石固い炉は住居跡の中央北寄りに位置する。平面形態は一辺がOArnの方形で深さO.lmを測る。北側

の炉石が欠損しており、その影響からか炭化物を含み黒色化した土が主に炉の北/測に広がっている。

9 

炉石 3点はいずれも

られる。炉内焼土も

ある。被熱は弱いが、炉石上部~内側にスス

された。

3 2点、剥片 2 5点で

める。

土器は床面直とから

打製石斧は 3点出土し

際石器は 2点出土した。台石3624について

に類{以している

ら った。

に示す。

なかった

とし

さ

、
く

ら誠
司

F
ペ22.

4
4
 

l
 

n川
Jv

p
h
u
 

qa 
っ、リ刊

9
4

」

)
』
J

+忍

についても炉石の可

された点から台石

を

土
品

ある。片は 2点目1ごとした。は細粒安山岩、は

より出土した炭化物 2点を(株)加速器分析研究所iこ

を附編分析2に掲載する。暦年較正年代{置は、:I

を示した。

していた

コ仁

25 



。

縄文時代遺構配置



1号住居跡 (SB1)

第皿章棚返遺跡第二東名No.153地点

H-7より、J ，.， 
~tへ7m -， 
東へ8m

........，"-01 (/ 
p、 /'
'--;. 
'-' 
¥ 

A 

シ。シ{
J
U
「

。336¥ ¥JL 0正
36~冶。 Y71

剛直/叫345

4d33: 

J' 、、、 トQ)L 

TP1 

」事

国|三

ι 
トー

A31; 14m 

H山 7より
マム北へ6m

炉

A 

東へ9m

.JL 4 
310、9m

TP1 

2m 
1 黒褐色土

φ1-2聞の樺色スコリア、カワゴ平パミス含む。
φ0.5-1mmの炭化物多く混じるロ

2 纏精褐色土
ゆ1-2酬の樟色スコリア含み、ゆ2-10mmの炭化物少し混じるロ

3 黄褐色土
床形成土。

F ヱ:

努語表310.8m

況状掘完

叫

炉

よ @L炉

1 赤褐色土
焼土層。

2 黒褐色土
ゆ4酬の撞色スコリア少量含む。
ゆ4mmの炭化物少し混じる。 。

第16図 1号住居跡

-27-

1m 



SsI掘方完掘状況

11-7より
北へ7m
東へ伽

(~ 
¥ ¥ ¥¥ 
¥く

正(日〉工
¥ 
¥ 
¥ b 

SP2 
¥ 4 。

一社『 ¥ 
¥ 

SP3 

よ-rk弐

A 

SP5 

Ji 1:=:1 
、._ノi

4GJ」

ロヰ

TP1 

j"" 
。 2111

SP3 SP4 SP5 

H-8より / H-7より北へE:fl1
E医-"，，"[m ~し Hー7より 北ヘ5m

~t，ヘ ~m 予定へ91~1

東へ9m。 J 。J' l¥/fにで~ふ¥居留、/、ノ1

27一方J3109叩 り「γ910

らみ μ 
310.9m 

~ 

黒褐色土

品 1~2聞の温色スコ 1) ア含み、 E量化物混じる。
2 黒褐色土

1隠と同質であるが、ややntrぃ色調。

71立l

SP1 
，J 

H-8よしI

m/ 
メ人

/ 

寸_[_
出

SP2 

寸~
11-8より
北へ6ili
東へ1m

」土 {( ¥i， [1' 

正一万rm 
〉く SP6
H-7より
:itへ6m
Eてへ8m

/ 
l ム

ム じ

放7E
Wdn 

」可而4H
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3368 

接合 S-46 
。 5cm 

3624 

01Oc咽

。 10cm 

第18図住居跡出土遺物

第10表住居跡

出土遺物

- 29 



と考えられる土坑は

(以下尾根T¥.)" 

II区の斜面(じ〈下谷C)からも

ものと円九予のものがあり、

えられるものと、

1、そのいさ

9岡主主.( 2 ) 

九

』
↓
)

いる。そのほ

!('t 
J 

ものと

1 -1己 L
l_... /，_ L ょっ一

回
目
。

、吋
Q

た

き

宇品きる。

の遺物についてしている。払
い
ノ

ト小

'-l 
h 
'c;J 0 

あり、

らなかった。

を大別、

については、覆土門

と同様に判断材料に乏しく

(J以下第 5層)ここてミは、カワ

により し、

としないものの、形状。立地およ

と推測されるものについては日群に

にて

し、検出面がf~かったこと

につし当ても、した

形状@

る時期
b
「
C

ここで
、ア

心。

I群 さ10したもの

:円形

:長方形~楕円形

5層より

a 

b 

C 

ものさ

もの5 !冨を掘り込む形で検出さ

底部の形状、;

底部の形状:

d 

a 

II 

もの小穴が検出さb 

h 

るもの。

形状。立およ

えら)， 

としない

一群に関わる

c類

d 

を
(" 治学亨 「
Lコ月三)::J 立地およとしない

るもの。

これらの土坑は斜面Bと谷Cから検出され、カワ

まれていない点から縄文時代早期~中期に属す

底部の形状・覆土の状況により 5 ッ
0 0 に

えら;-吋

モヨ

-3_" 
」

り

5層より下)習にて

ミスを含む層

る可能性がある。

T 
A 

1 ~-' 8号土坑がこ

a 

している。覆土は円
ん@磨石 lより磨敵石 l2 

る。に

重量から考えると

「
ヅ

している。覆土最上層からの出土であるより

とは判断し難く、

50 6号土坑は住居跡内から

4 

は住居

。。
5 ミ関係から

v
J

ぐ

された。住居跡との切り

30 
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あると考えられる。

b 

ヨ する。

より黒曜石製の剥片 l している らの Jら
I c 

と考えられる。

している。 2(，土器禁糸丈が施され、 39は条痕文が施されている。

'I ら出土しており

に関わる

18号土坑の覆土中より l点が出土している。 57 されており、前期

と考えられる。 ら出土しており と
ツ
屯〉。

C類、 底部の形状:

C頬は、人為的 可能性がある。ま
司

令。

する。

l 点、が出土している。 と考えられ、

める 0

2点は遺構の構築時期に関わる

可能性がある。

d類底部の形状:楕円~長方形 Jd 
もの(第24~27図)

小穴 l基

る。

、 2基号土坑)、 3 4基 (48号土坑)、がこれに

より している。覆土上層からの出土のた

している。覆土!二層からの

している。覆土は

と考えられる。

より

より

ある。

47号土坑の覆土中より している。 は遺構内小穴からの出土 に関わ

'2 
~) る。

、Z勺

さないものe 
}ア
品、'。

51号土坑の覆土中より してνJる。

されたもの

らの出土のた と考えられる。

る可能性があり、

ふ高根筋 vc..，ìlï~ つ

て更に上下

j以

される土坑は58基険出さ

うように幅10m"←長さ約120mの範囲で、検出さ

している可能性がある。

により 4

(第図 )

る。

a知底部の形状:
V 

'-

52号土坑の覆土中より

と考えられる 0

号土坑の覆土中より石皿

と考えられる。

5点 してしミる。 らの ため流れ

-') 

a してしユる。 は覆土上層からの出土のた



している。炭佑物

は(株)

ら出土しており、

ス出

いる。

ちの出土

らの出土の

た え戸、もハヲ
;.¥_ ~! If l-'~') 0 

より 2点、が出土している。 らの 十ヲ
s、ー と

えられる。

込み

より石血 l点・磯 5

る。

より磁4 して~ l"， )，る。 らの と考えら

る。

と考えられるが、小片のた

込みだと考えられる。

より土器し示。石即、]点⑩ している o さており、

ため流れある。

61号土坑の覆土中より醗2

れる。

している。 は覆土上層からの 、}P-7

1'- だと考えら

より磁打点が出土している。 らの出土のた l~ --=tt:.. ~ r"" 
乙イラ A.り

る0

64号土坑の覆土中より黒曜石製の剥片 l点。機5点が出土している。

と考えられる。

らの出土のた

h
ソ

ト
4
山 l点。石Jill1点⑨醗 l点が出土している。

は覆士、中層からの出土の

してし瓦る。

されており、

えられる。

ため流れ込みだと

えられる。

3点が出土している。 138は、遺構外E.--7グリッド出土の土器 2

と考えられる。遺物 ~t覆土中。 t層からの出土のた

と考えられる 0

70号土坑の覆土中より際2点が出土している。

えられる。

。上層からの L 
乙

より磯2 している。 らの出土の えら

る。

73号土坑の覆土中より してしミる。 は覆土最下層からの出土
ヲ
もJ

コν}ア

νJ 屯)0 

74号土坑の覆土中より

た

l 点①磨敵石 1 点。 lí~誇 2 している。 らの出

る。

ている。 56

している。

と

より醗 l点が出土している。

より土器3点・ j契形石器 l

と考えら

と考えられる。 l

している。 PI145は小片のた

7 し

〉

リッド

えられる。
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。上層からの出土のため流れ込みだと考えられる。

77号土坑の覆土中より、ホバノンアェルス製の剥片 1点、が出土している。

に関わる

中よりごと器 1点 9 黒曜石の剥片 3点 e 操 5点が出土している。 56

らの出土

の土器と

られる

している。

と考えられる。

してし込る。

より している。遺物は覆土上層からの出土のた

らの出土

2:: ー えら

Lラ芸品えら

と えら

こLーヰペゴヰ

の

より磯2 している。 は覆ゴ二上層からの i:~二

ヲ
包)0 

h
ツ

ト出 してしユる。 は覆土中層からの出土のた

れる。

る。

より番~4 している。 。上層からの出土のた

えられる。

だと

より石皿 l 3点 している。 は覆土上層からの

る。

b類底部の形状: 小穴が検出されたもの(第40図)

これに該当する。

C頚底部の形状:円形~楕丹形(第図)

としないが、形状@立地および覆土の状況から第 5I曹を掘り

と考えられるもので、 103号土坑がこれに該当する。これらの

ており、 H-a類土坑群の一部であると推測される。

それ以外の土坑は II群 a類に該当すると

ったことから

に関わる時期

士坑は II-a類と覆土ゅ形状およ

II群c類に:分類した

えられる 0

号土坑の

-上層からの出土のため流れ込み

91号土坑の覆土中よりホルンブエ}]/ス

土している。 1840剥片及び醸5点

る。上記以外の遺物は覆土中@上層からの

えられる。

、)..

/(. 

2点司磨高支石 l点。

に関わる

えられ，る。

が出

してし込る。 は覆土中 c 上層から

の えられる。

より黒曜石製のスグレイパ、一 l

る資料の可能性がある。

より磯 l

している。遺物は覆土最下層からの出土で

らの出土のため流れ込みだと考えら

屯〉。

号土坑の覆土中より牒 1

られ，る。

している。 らの出土の

103号土坑内から l基検出されている。 II ら された土坑 し



ら検出された b である。

d類底部の形状:不定 (第44図)

としないが、立地およ

えられJ るもの

104・105・107号土坑については剖平により

り105号土坑が104号土坑より古い時期の

いることから、本来の掘り込み商は高かったと判断し~。

ついても、覆土に仙石スコリアを多く

( 3 )集荷(窮47!玄1)

は6基、全て I区西端より

6号集石のみが土;坑を伴っている。 }ヂ

~'-

ミる。

びる

ら第 5層を掘り

ヲ6)0

ふぞ
c' 

えられる。また、切り合いによ

に仙石スコリアが多く含まれて

ら検出され

まれているが、明確な焼土 き

を焚いた痕跡も見あたらない。 l~' 5 

なく土坑も伴わない。遺物は 3号集石より

( 4 )焼土(算48図)

において検出された礁は平面的に検出され、レベル差は

l点、が出土している。は茅山上層式土器と考えられる。

焼土は 5基、集石遺構と j司じく

出された。焼土は焼土粒を含む堀り

より南東に伸びる尾根簡の比較的平坦な場所から検

した。竪穴住居跡等他の遺構との直接的な

連は認められず単独で検出されている。以下、平面形態により 2群に分類した。

l群平面形態が円形のもの(I ， 2 

II群 J情円形を呈するもの(3~ 5号、焼土)

明確な焼土層を持つものはト 2号焼土 2基のみである。 l号焼土より検出された炭化物5014は(株)

加速器分析研究所による 14C年代測定法により暦年較正年代値は8，077土という結果を得ている

遺構覆土がKUまたはFB相当層であることから、

3 より土器片 2点、

体の可能J性があるが接合関係は認められなかった。

5号焼土より検出された炭化物6111は(株) によか暦年較

正年代値は土 という 土ミドl
ノ、 と考えられる。



1号土坑 (SF1) 

叩
日

族議努
1 暗褐色土

白色パミス、褐色スコリア多く含み、
ゆ1-4珊の炭化物少し混じる。

2 褐色土
ゆ4rrmの褐色スコリア少量含み、
ゆ1珊の炭化物少量混じる。

4号土坑 (SF4)

」γG-9より

へ2m~〆

A 

A' 
308.7m 

A' 

A 

1 暗褐色土
φ4mmの積色スコリア少し含み、
φ2mmの炭化物
多く混じる。

2 暗褐色土
φ有nmの権色スコリア多量に含む。

3 黒褐色土

ゆ4胴の櫨色スコリア多く含む。

2号土坑 (SF2)

/ 
ネ
C-8より
北へ4m
東へ3m

第阻章棚返遺跡第二東名No.153地点

3号土坑 (SF3)

H
川
，

m川

m山

山
崎
吋
叫

nr
北

東+
 _A_ 

_K 
310.9m 

ム
A' 

三ヂ
A 

3A1' 10m 

1 黒褐色土
ゆ2棚の樟色スコリア少量含み、
φ2mmの炭化物少し混じる。

5号土坑 (SF5)

H-8より7ム
北へ7m
東へ1m

¥、くヅ¥

A K 

A K 
310.8m 

'" '" '" '" '" '" '" 
1 にぷい黄褐色土

樟色スコリア少し含み、
ゆ2-細川の炭化物多く混じる。

2 黒褐色土
積色スコリア多く含み、
φ2-4mmの炭化物少し混じる。

第19図土坑

35 

1 灰黄褐色土
φ2mmの櫨色スコリア棟少量含む。

2 黒褐色土
世2酬の樟色スコリア極少量含む。
よ部l立φ30mの灰黄褐色土ブロック混じる。
下部はやや暗色。

6号土坑 (SF6)

十H-8より

北へ6m

I r一一一一←
I / 

ム K 

A K 
310.9m 

1 にぶい黄褐色土

樫色スコリア少し含み、
骨2-4剛の炭化物多く;毘じる。

ヨ



フ号土坑 (SF7)

A 

A 

十 H-8より
北へ拘
束へ2m

A' 
TPT 

占L
310‘7m 

1 黄褐色土
ゆ5-7mmの櫨色スコリア含む。

2 黄褐色土
ゆ2-3酬の櫨色スコリア含む。

3 黄褐色土
炭化物少量混じり、
ゆ7mmのローム粒少量混じる。

4 黄褐色土
スコリア等はほとんど含まれずロ

5 褐色土
ゆ2-3mの樺色スコリア少量含む。

6 褐色土

ム

Ji.. 

rt2-3酬の黒色スコリア多く含む。

10号土坑 (SF10)

」γ千--ー

F-4より
北へ拘束へ3m

十一ム

1 にぶい黄褐色土
櫨色スコリア少量含むロ

2 にぶい黄褐色土
糧色スコリア極少量含む。

A' 
314申n

φ2-4醐の褐色ローム粒少量混じる。

A 

A 

8号土坑 (SF8)

L-6より
十北へ1m東へ相

K 

K 
300.4m 

1 暗褐色土
φ2-5mmの褐色スコリア少し含み、
ゆ1-3酬の炭化物少景混じる。

2 暗褐色土
ゆ2-20酬の褐色スコリア少し含み、
ゆ1-3胴の炭化物少量混じる。

3 暗褐色土

A 

A 

ゆ2-5mmの褐色スコリア少量含み、
ゆ1-2剛の炭化物少し混じる。
rt5-50mmのロームブロッウ多く混じる。

11号土坑 (SF11)

1 褐色土

A' 

A' 
313.4m 

rtl-2棚の炭化物少量混じるロ
褐色ローム粒極少量混じる。

2 褐色土
品1-2mmの炭化物極少量混じる。
褐色ローム粒少量混じる。

第20図土坑 2

-36-

9号土坑 (SF9)

ム K 

X G-4より
北へ2m東へ3m

A K 
314.4m 

dJ 
1 黄褐色土

φ2-4mmの糧色スコリア極少量含む。
2 オリーブ褐色土

φ2-10mmの褐色ローム粒多く混じる。

12号土坑 (SF12)

A 

ム

A' 

A' 
313.6m 

1 褐色土
ゆ1mmの炭化物少量混じる。
ゆ2mmの褐色ローム粒少し混じる。

2 暗褐色土
φ1冊の炭化物極少量混じる。
φ2-4mmの褐色口ーム粒少し混じる。

I A :fï~ I 

。
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A' 

¥
え
バ
/
/
/
/

一

ノ

L

f/
〆

一

ノ
ヘ
/
ん

U
M
L
¥

く

n
f

、

日

目

イ

叫

¥

¥

一

七

百

h

¥

勺

E

15号土坑

A 

f.¥' 

¥ 

¥ 
J 

ヰ)

け川

d

川

川

阿

川

:
っ
リ
『
J

日
へ
へ
げ
へ

7
じ

支

〆

F

j

F

 

ム

方-22
tdムグ

A 311. 2m 

ム d

A 1 茨黄褐色土

φ2~3n似iの穏色スコリア少量含む。

2 黒褐色土

ゆ3--相mの桓色スコi)ア少量含む。
上部lE:ψ 心10)灰黄禍億土ブ口ツウ混じる。

下部はやや目指色。

1 B苦褐色土
1藍色スコ 1)ア昔、量含む。

や1剛の炭化物多く混じる 0

2 日音褐色土

権色スコリア少し含み、

<1>1剛10)炭化物少量混じる。

A 

13号土坑 ;3)

.A_ _t;_ 

A' A 

1 詫褐色土

ゆ2--411川の?登記スコ 1)ア多量に含む0

2 1竜褐色土

1層{二褐色ローム粒が多く混じる。

7) I号土坑

日
仏
叶
叶

3
1
ぺ
vd

A 

(じ二二三

6) !6号土坑

ート
(1-8より
北ヘ3m
東へ8111

，¥' A 

A' 
308.9111 

匁ぷ
A 

t，' 

309.9m 

リア少量含み、カワゴ平パミス多量に台む。

ゆ1m"の炭化物多〈混じる。

2 D宥褐色土

功 1~3mmの権色スコリア少し含む。

~:t_!j 

日情f昌色土

品1mm程のj壷色スコリア含み~力ワつの平パミス多量

に含む。炭化物混じる。

立 黒褐邑土
I~量より浪人物少ない。

3 黒褐色土

(t4mmの1草色スコリア、民化物少し混じる。

Fち目、
ミJ

J.-'同

J凡土箆21



¥ 

( 

万六一一一一

匂/ヘ¥T「¥¥

A' 

メ /
/アン/

いし一一/「ノ
'-./ 'y/ 

19号土坑 (SF19)

_A_ 

褐色土

品 2~4mmの績色アーコリ éJ;量含む0
2 誌得包土

ら:64明刊の植色スコ Ijア含む。

A' 

8) 

A 

引 ¥ト
//シ/!¥ ~三〉

0. '-----------一一万7'

φ2~"，Lj-mmの棲色スコリア含む。

黒褐色土

つ
句

日6より
北へ8r日
東へ5m

ー-j~

万三三
[憎褐色土

ゆ 2~細川の褐色スコリア極少量含み、
ゆ1mmの炭化物多量に混じる。

2 陪褐色土

ゆ 2~4m"ゅ褐色ス 1 リア極少量含み、
O1-2r酬の炭化物短少量混じる。

~イ可と¥

!-¥' 

21号土杭 (SF21)

に~
~~ 

¥一〉

LJ:;:三
χ入 2

ヲ初カフア/

量一
品
凱

h

一

日

鴻

樹

坑

山

山

川

州

/

¥

一

、

¥

一

¥

万

土

町

一

川

記

Z
P
〆
/
什
は
¥
示
ゴ
え
弘
山
世
間

A 

トっこ=三千

ι ト
E-5より
北へ4m
東へ3m

A' 

土坑

A 

E-4より 1

~tへ3m

A' 

土坑

A 

8m 

、¥ーノ

民;Z
A 

言責褐色土

カワゴ平パミ又、 o1~2mmの
澄色スコリア多量に含む。
のlmmの炭化物極少量混じる。

刀E1
υ A 

o I日l
凪函副つ'LtiE函副

下j曹はやや日音色。

4 
"'-
お凡



25号土坑

'j， 

G-8より ¥ヘに北へ4m
Jr~へ3m

1ス---一一一一一一-_ 伽
'ー~

/ /¥ 1 --寸?平

後珍η防アガガガ/

リア少し合c?-;'、
しj毘じる。

27号土坑

~- \/~ 

ムハiziJ

A A' 

ー¥
η方~
1 にぶい黄褐色土

ゆ 2~4聞の褐色スコリア少量含み、

ゆ 1~2酬の炭化物少量，毘じる。

28号土坑 (SF28)

¥
山
い
l
l
j

一日
υω

〉ぐ

L -8より
北へ7m
東へ2m

一ι ぶ

YLU i L一一一
主計1口 6 ム

l口 1 .1 

」)/ 1 問土
/;;:-;;-ム ゆ1仰の笹色スコリア少し含み、

YLs2ムムムムムム cb 1011胤，0)ローム粒少量混じる。

土
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土坑

グ〆
ii日!?〆

((  )1 K 

二ごゴ
A 

万二三;三
5m 

1 S音褐色土

品2rnrnOコi音色スコリア含み、炭化物少し混じる。

29号土坑 (SF29)

り
北へ9m
東へ4m

λィロフプF

A 

A. 

298.5旧

A. 

A 

1 B音褐色こと
cb1.-おl刊の控色スコ 1)ア少し含応、

ゆ4mmの炭化幼少量混じる。

30.号土坑

正，--~-_.♂

1 ~量褐色土
リア少量含み、
くj毘じる。

L函匝司m

b 



31号'土坑

〉ぐ日そり
コL〆-""'j!ll / 〆

/ 一一一一 --"，、

((一 ~'lK

¥¥二一一ノ
ノペ --ー一一一一一戸ー

タヵW/77T;;:;j玖

東へ9m

A 
3m 

1 黒褐色土

32号土

ici 
F-9より
北へ6m

東へおn')え

ヂ一一一一一 づア
/一/げ/〆/， j/ ン

山吹/万万坊山/
1 黒褐色土

φ3111i1iの1董色スコリア少し含み、
φ111刊の炭化物f3，量!こ混じる。

33号土坑

~~ 

ム仁三ji

弘二;五/

G-gよザ

オヒヘ8m主主^~21ll

1 にぷい賀福色土
ゆ 2~'加閉め極色スコリア少量含む。

34号ニヒ坑

、/
/¥ 

/ 
{六、丘、二

G-9より
点。へ5m
3草へおl

オオ一一一一一一一τジ5

ル/77/元門以
1 陪褐色土

!t2"""'3mmの槌色スニI!)T少し含む。
下部はやや暗色。

36号土坑

L -7より

斗イエ=- 2ゴl
ーヤ

A' 

暗褐色土
ゆ3. ._.5mの褐色スコリア揮少量含;}J...
めl，.._.2l11mぬ炭化牧少量混じる。

2 靖褐色土
品2.....，50I11mO)褐色スコリア合量含lfJ.，
品1酬の炭化物少量混じる。

3 時褐色土

第24闘土坑 6

土坑

M-6より
北へ5m

A' 

1 s音褐色土
品2-4叩 0)褐色スコリア少霊会み、
ゆ11'11:110)炭化物少量混じる。

2 a'音褐色ヱ
ゆ 2-4"酬の褐色スコリア少量含;I-}-~
(b1~3!T羽の炭化物少し混じる。

3 照子島色土
品2，.，..，4mmの褐色スコ 1)7少量含み、
ゆ2耐の炭化物少し混じる。

斗 時褐色土
q¥2̂-4mmO:J褐色スコリア少し F含み、
世2mlnの炭化物少量混じる。

37号土坑

J
4
h

加×

可
/
へ
ヘ

ト
北
京

¥丈/

A! A 

A A' 
299. 6m 

日新富色土

O2附め褐色スコリア少し合み、
ゆ'j'-'2mmの炭fじ物少量混じる。

2 にぶ[;'，]を褐色土

リア少量舎の、
ゆ1"'-'2r!lmO)炭化 'I~少し混じる。

3 ft音褐色土
rþ4rmnoA>~ 色スコリア幸〈含;白、
ゆ!AJ2n加の炭化物少量混じる。

」両日ヰm



第二東名NO.153地点第盟主詳 棚返遺跡

¥〆こ

2

8

N
へへ

一
じ

Z

8

1

3

 

X
 

1¥' A 

ート

38号土坑

\~ 

S' 

ート/こ二二三

1?Aへ〔討i!

(三三
Fペ

日

l /一一~一一一一一
I / 

41 

t九h一寸Bυよ
1北tへimm 
烹へ9伽ni 1 

区
珍

..s._ 

恒三日
~---ー
勿夜放j2j賠::::;:::::

A' 

(SF42) 

A 

←←F二ヱコー

A' に士 J 

40号土坑

トF-8より
北へ8m

泉ヘーn

A 

ζコ:::::::::===="一
一ドl

(むプコ K

\ム_--一一一一一一一一~，，;

J
J
h
知

れ
へ
へ

r
一
北
京

A 

303. 4~自
A 

o 一一ーア目
以勾\ー\一一一-~Ø;/~

勿m弘>.
2 

つ

dJ2mmの控包スコリア多く含み、ゆ21l1nlの指色スコリア少し含む。

j 坑土



43号土坑 (SF43)

十H北4へよ9mり東へ1m

44号土坑 (SF44)

ト6より×

/ 北へ4m
東へ1m

ム I I 

.!o ・4

I'/-ー--:i ¥'( i) 

二"'1喜

) J K 。 Rミ
i 

i 
B' 

A' 

i B' 
窃O.2m

45号土坑 (SF45) 46号土坑 (SF46)

M-7より

/ 
メL北東7へへよ51mm り

×北へ2m

/ 
東へ4m J言

( ( 内¥ ¥ ¥ ¥ 、"""、.JL i代
五;

1応対ミミ A 
一一二一y

i 
2B9' 98m A 主L

299.6m 

1 にぷい黄褐色土
カワゴ平パミス多量に含み、 rt2-3耐の稜色スコリア多く含む。
ゆ2mmの炭化物少量混じる。

2 褐色土
rt2-3m羽の糧色スコリア少し含む。

1 にぶい黄褐色土
φ2-4mmの褐色スコリア極少量含み、 φ1酬の炭化物少し混じる。

2 にぶい黄褐色土
rt2-4mmの褐色スコリア少し含み、 rt1剛の炭化物少し混じる。

3 暗褐色土
ゆ1-3酬の炭化物少量混じる。 φ4-200mmの褐色土ブロッウが斑紋状に混じる。

1 暗褐色土
ゆ2-4mmの褐色スコリア少量含み、
ゆ1聞の炭化物少し混じる。

2 にぶい黄褐色土
φ2-4聞の褐色スコリア少し含み、
rt1醐の炭化物少し混じる。

1 暗褐色土
品2-41胴の褐色スコリア極少量含み、ゆ1-2mmの炭化物少量混じる。

I D '* I 

。
m
 

-

第26図土坑 8
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第E章概返遺跡第二東名No.153地点

47号土坑 (SF47)

F-8より
北へ7m_J_ 
東へ8m ' 

九そミョム十一

A' 

A' 
309. 3m 

黒褐色土
ゆ4mmの櫨色スコリア少量含み、
ゆ1mmの炭化物多く混じる。

2 暗褐色土
<t4mmの控色スコリア極少量含み、
ゆ4mmの炭化物多く混じる。

48号土坑 (SF48)

/ 
B B' 

H-8より :"，1 
X東へ5m -， 

8 主- <1 
310. 2m 

にぶい費補色土
<t3酬の樺色スコリア少し含むロ

2 にぶい黄褐色土
ゆ3mmの檀色スコリア少量含み、
φ2加の炭化物極少量混じる。
1層よりやや暗色。

3 暗褐色土
<t3聞の樟色スコワア少量含む0

4 黒褐色土
ゆ3mmの樫色スコリア極少量含む。

49号土坑 (SF49) / 
〉く 1-9より /グ

東へ9m メ

A' A 

書'1平

A 

~ 

1 黒褐色土
<t2-4mmの積色スコリア多く含む。

Z 灰黄褐色土
<t2-相mの樺色スコリア少量含む。 正?っ

。
m
 

-

第27図土坑 9
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北へl旧
東J 、6m

51号土坑

V/~ 
コぐ日号より

~tへ4m
E草へ4m

A' A 
主L

¥ヘ
1
1
ノン

ーj
ノエ

/二〆

J
L

白

2m 

Mm 

一

口

¥M
Z
Z
 

去
リア多量に含む。

褐色土

ハ
4 

褐色二ヒ

1.;511川の控色スコリア少量含む。
2 褐色::l:

ゆ 2~4聞の燈色スコリア極少量含む。
3 明褐色土

拍 2~4聞の1墨色スコリア極少景含む。
品A剛の控色スコリア含む。

53号土坑 (5F53)
52号土坑

王
くペ

L しJJ

A' 

1'-3より

~n:'" 、 9m

" 

斗-p=---

A' 

口

1'-2より

J_北へ8m
1 東ヘ4rn

ーふ

KF(ーてご二了フア一ーナ;ト
)ー斗 ¥ / 作一一

Jq 口口 ji--
u ー¥÷J7:

) ---一~一入一~I

rEミーよづ〆
一一……一一一一

A 

く;昆ιった層。

4霊包スコ 'Jア多〈含む。仙石う
2 資格色土

仙石ラピ 1)多量に含司、粒色スコリア多〈含む。
3 7]-リ

仙石ラ
4 オ i)

5 

(ll:石ラピリ少量含む。

1 91  ~I 

ハり
ー坑

~ 44-

_1 
「



第二東名No.153地点棚返遺跡第狙章

黄褐色土
仙石ラピリ多く含み、
横色スコリア少し含む。

2 オリーフ褐色土
仙右ラピリ少量含む。

3 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少し含む。

4 オリーブ褐色土
仙石ラピリ極少量含む。

5 オリーブ褐色土
4層に黄色ローム粒が混じった層。

55号土坑 (SF55)

A' 

54号土坑 (SF54)

F-3より
北へ7m

メ 東へ伽

ム

A' 

白川

U側
関

口

F-3より
北へ拘

束へ3m

十

A 

A 

A 

/ 
56号土坑 (SF56)

× 
F-3より
東へ3m

1 黄褐色土
仙石ラピリ多く含み、鐙色スコリア少量含む。

2 黄褐色土
仙石ラピリ極少量含み、撞色スコリア少量含む。

3 オリーブ褐色土
1層よりややしまり弱〈赤昧があるロ

4 オリーブ褐色土
3層に黄色ローム混じった層。仙石ラピリ極少量含む。

K 。A 

黄褐色土
横色スコリア少し含む。 YL層に似た層。

2 黄褐色土
仙石ラピリ多量に含み、穫色スコリア少量含む。

3 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少量含み、櫨色スコリア少し含む。

4 オリーフ褐色土
仙石ラピリ少し含む。

5 にぶい黄褐色土
4膚に褐色ロームが多く混じった層。仙石ラピリ少量含むロ

K 
314.8m 

ムb.. D. b. 1:::.. 

b. 1:::.. D. O. b. 

A"  "ムムム

。o 0 0 0 。
。o 0 0 0 0 。

A 

O
 

A
-
o
 

a

一
O

A

ム
一
O

A

一
O

A

ム
一
O

A

一
O

A

A

-
A

一
O

A

A

一百

A

O
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A
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日号土J坑 (SF58)

I E-3より
北へ6m
1宝八伽1

-
)
 

いJ
H

一
戸
、
凡

d
n
N川

町

h

へへ

一

μ

一一司、

七
」
J
v
J
A

」γ干二=一

--+-F=-一

3m 

.，' 

口

ー一一て一一-

t入
一/一一YL 

相当濯 ¥九〉γ ーイ---- '~ 
¥. /6 

メX ノヘ / 
/ムムい-s，;;---;;:"ム1 バ

ンプ:¥〈〈〈ム:〈kI Jテ:ム
、句

ムムム 4ミムムムムムム6-_♂...-'&ムム

晶 1

M 日A 

口

口

A 

ヤーーイ
¥5/ 

l 詫褐色土
仙石ラピワ多量に含み、控色スコリア少量含む。

2 j註褐色土
1層よりやや暗色。 iUI石ラピリ極少量含み、
樺色スコリア多〈含む。

3 にぶい黄褐色土
硬質の褐包ローム粒が帯状に土佐主宣する。
褐色スコリア少し含む。

4 にぶい黄褐色土
仙石ラピリ、燈色スコ 1)ア極少量畠iむ。
にぶ賞褐色土
4層と同様であるがやや暗色。

59号土坑

5 

A 

1 実褐色土
仙石ラピリ多量合oSl，糧管スコリーァ少し含む。

2 オリーブ得色土
仙石ラピリ少量含む。
オリーブ褐色土
仙石ラピ J少量含む。

1 糞褐色士

1山右ラピリ多量に合み、鐙色スコリア少し含む。
2 fi主掲色土

1層よりやや暗色。 仙石ラピ 1)少量含み、艦色スコリア少し含む。
3 オリーフ褐色土

1L1!;Sラピリ多く含み、 i萱色スコリア少量含む。
A オリーブ褐色土

仙石ラピリ、 4音色スコリア少し含むロ
5 オリーフ褐色土

3 層よりやや幡色。 11~ 百ラピリ少量含み、澄色スコリア少し含む。

A ~ 
313. 3m 

K~;l\--一一丁…一一一一一7-

A' 

f¥

入
i
i
x
/
/
/
/

古
/
一
三
斗

/人
l
l
ーし¥¥

A 

4 石器!

ロ E議 i

」雨戸一日l

YLU 

12 十

-46 



第頂章棚返遺跡第二東名No.l53地点

60号土坑 (SF60) 61号土坑 (SF61) 

〉ぐ H-5より

¥ 
F-4より十

東へ6m北へ7m

~ｿ一一\、~東へ3m

I U 

A o A' 
A P4902 A' に口'.口 A / A' 

314.6m 

A 

YLL 

" " 

" SC 1 "ム"" 
ムム 1:::.. t::. t::. D. s D. D.ム

b.. s D. t::.. t::.. l:!..ムムム" " 

ム" "ム" " "ム" " "ムムム" " "ム D. 6. .6. t:，. 

1 黄褐色土
仙石ラピ 1)多く含み、権色スコリア少し含む。

2 黄褐色土
1層よりやや暗色。仙石ラピリ少量含み、燈色スコリア少し含む。

3 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少し含み、樺色スコリア少し含む。

4 オリーフ褐色土
仙右ラピリ極少量含み、樺色スコリア多く含む。

5 オリーフ褐色土
4層よりやや暗色。横色スコリア少し含む。

6 褐色土
上部に褐色ロームが帯状に混じる層。様色スコリア多く含む。

7 褐色土
樺色スコリア多く含む。褐色ローム多量に混じる。

1 黄褐色土
仙石ラピリ多量に含み、樺色スコリア少し含む。

2 黄褐色土
1層に褐色ロームが混じる層。仙石ラピ1)、櫨色スコリア少量含む。

3 オリーフ褐色土
仙石ラピリ少し含み、樺色スコリア少量含む。

4 にぷい黄褐色土
3層に褐色ロームが混じる層。仙石ラピ l人権色スコリア極少量含む。

FE 。
m
 

-

第31図土坑 13

-47-

K 
314.8m 

1 黄褐色土
仙石ラピリ多量に含み、櫨色スコリア少し含む。

2 黄褐色土
1層よりやや暗色。仙石ラピリ極少量含み、
樺色スコリア多く含む。

3 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多〈含み、権色スコリア少し含む。

4 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少量含み、積色スコリア極少量含む。
褐色ローム少し混じる。

62号土坑 (SF62)

叫許
~tへ9m
東へ9m

ム

l削平

--------イ
/ 

/ 
/ 

/ 
〆'

。
A A' 

313.9m 



¥、~
64号土坑ム汎

J
r
h
h
 

i
h

ヘヘ
-
t
医

E

ペ
買J

P
 

F 
4 

仙石弓ピ')多量!こ含み、括責色スコ 1)7少し含む。
3 オリーブ褐色土

仙石ラピリ
4 オリーブ樗

2層よレ!ややE音色強い。仙石ラピリ多く含む。
5 質褐色土

仙石弓ピ')忌く合件、援色スコリーア少しきせ"
6 踊灰黄色土

仙石ラピリ少量含む。
仁1-ーム;;1[;畏乙る。

虻C~) A 

t.&色スコリア少し主主む。

7 

')ア少し含む O

B 灰黄褐色土
日時色が強く
IUi石ラピ

9 言電符色すこ
fili石ラピリ多量に含み、樺色スコリア多〈含む。

w オリ…ブ掲色土
仙石ラピリ少量含J人縫色スコリア少しさむ。

11 にぶい賞褐色土
{山石ラピリ少量含み、授包スコリア少し'きむ。
褐色ローム粒少し混じる。

12. 才ワープ褐色土
仙石ラピリ少量含;む。
硬貨の褐色の口ーム粒少量混じる。

リア少量含む。

Um 
ム

干主色スコリア少量富む。

Aj 

ア極少量含む。

'iw:百ラピリ、桜色スコリア少量含む。箔色ローム粒芸品〈混じる。
5 にぶい賞褐色土

仙石ラピリ少量合lG。

，，1 :6~γ 
巴竺」

-EJ1 

2m 

士 ξ ミ二コ」十一

/¥¥ 

((〉)
¥/ ~ 
、"〆〆〆/

可
~-_.トγ壬
:ム:k-57:ム:〈イ

へ l [:" 6 

1O5号土坑

九山
~tへ2m
東へ5m

A 

A 

14 第32悶
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66号土坑 (SF66)

E-6より
×北へ9m

東へ1m ト父
A K 

。一
ム

b. b. 6. 1:::. 1:::. D. t:. ムD. f:J. D. b. d. 

67号土坑 (SF67)

A 

日
ム

ム " " '" 

企 Sx1 " 

ム企 1:::. f:::. l:::. f:::. D. ムム

第国章榔返遺跡第二東名No.153地点

1 黄褐色土
仙石ラピリ多量に含み、樟色スコリア少し含む。

2 黄褐色土
1層に褐色ロームが混じる層。仙石ラピリ、
樺色スコリア少叢含む。

3 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少し含み、檀色スコリア少量含むロ

4 オリーブ褐色土
1層よザやや暗色。仙石ラピリ少し含み、
糧色スコリア少量含む。

5 褐色土
権色スコリア多く含む。褐色ローム多量に混じるロ

6 にぶい黄褐色土
4層に似るがやや暗色。仙石ラピリ少量含み、
極色スコリア少し含むロ

68号土坑 (SF68)

K 

〉ぐE-6より
北へ2m

A K 

A 虻

312.8m 

合-3.2m 

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多量に含み、樟色スコリア少量含む。

2 オリーフ褐色土
仙石ラピリ少量含む。褐色ローム少し混じる。

3 にぶい黄褐色土
仙石ラピリ極少量含む。硬質の褐色ローム粒多〈混じる。

1 黄褐色土
仙右ラピリ多量に含み、櫨色スコリア少量含む。

2 黄褐色土
仙右ラピリ極少量含む。

3 オリーブ褐色土
仙石ラピリ、檀色スコリア少量含む。

4 にぶい黄褐色土
櫨色スコリア多く含む。黄色ローム多く混じる。

1... 石器1

1・土器|

|口線|

。
m
 

I
 

第33図土坑 15
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f山おうピリ多く含む。
2 オ')ーブ褐色ゴこ

泊石ラピリ少量含Jo、カワゴ平バミス少し含む
/ 

E-iより

ゴ二坑

3 ，J-') 
U!;石ラピリ極少量含み、黄色ローム粒少し混じる。

4 ~7j"リ フ褐色:ト

櫨色スコリア少し合if:，~、主主色口ーム粒多ぇ混じる。

，/¥ 
/' 

~< 
~ 

70号土坑

t_' 
ロ

(:~) 
ロ

A 

0-7より
北へ'1m

/ 
4一一一一一四一一一ー
ムムムム A

A ムムムム

¥ 
l 
I 

.6. .6. .6.ムム J..~--s一寸~ーτ
ム SCI /:， ムム¥士一;;-τ.oc..--"， f:"ムムムムムムム

6 "ムムムムムムムムムムム/:， '" '"ムム

」王

/へ
(ワ)
に 7

A 

N 

312.4m 

~ 

i

「
l
¥一に

2
h「
¥
J
1一
一

L

~JIb-一
一

一

い

一

一

つ

一

一

町

一

則

一

回

一

川

一

h
一

川

十

主L

口

ム A'
-一一一-~一一ー一一一一一一一一一一一一一一一 3i3，2m 『一一』一ー『一ーー『

〆〆

亡〉

71号土坑)

北へ6m

YLL 

o NL 

オリーゴ褐色土
仙石うピリ多〈含む。

2 オリ切ブ褐色土

1層より明色。仙石ラピリ少し含む。
3 オ Jーブ褐色土

2層よ切やや日音色。し京り弱いO

H音オリ ブ褐色一土

仙石ラピリ極少量含む。磁震のローム粒混じる。

A' A 

「一一一一一一「

|咽土器|， ームー明"

|口線

褐色土
ピワ極少量含3子、櫨色スコリア少景色、む。

じる。

.--<:.:三三三主三プ----- }-一

主3 ン J二
倍昨ト

v 

?il)i  

出圃皿四E皿血1'JI皿皿幽剛J

15 エ
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十日-6より
北へ6m
東へ5m

臼

A 

72号土坑 (SF72)

i r一一一一←
I I 

(ジ A' 

74号土坑 (SF74)

4495 -........ー
敵右 忌口

A 

A 

'" '" '"ムム 、、、
f::，. A A A o. b，. 

ムSC1 '"ム'" '" '" 
t:. 1::. 1:::. s 1:::. t:. 

ム!::. t::. t::.. t::..ム A

A ム A ムムム'"

Jγ干===-

か7より
北へ1m

十東へ9m

』仁

A' 

311. 6m 

第35図 土

第田章 榔返遺跡 第二東名No，153地点

黄褐色土
仙石ラピリ、権色スコリア多く含む。

2 褐色土
仙石ラピリ少量含み、櫨色スコリア多く含む。
褐色ローム多く混じる。

3 オリーフ褐色土
仙石ラピリ少し含み、檀色スコリア多〈含む。
褐色ローム上部に多〈混じる。

4 にぶい黄褐色土
3層より褐色ローム多く混じる。

73号土坑 (SF73)

A (~ 
ム

ムD.. 1::.. e:. 6. 

/::" b. D. b. t::..ムロ

ム SC1ム A ムヘ 3 ノムム

K 

A' 
312，Om 

企 1:::. D. D. 6. 1).必..._ _/ム'" '" 

!:::. 1::. b.. t::.. t:. t::. ムD. 4. /::，. b.ムム

1 黄褐色土
仙石ラピリ多最に含み、櫨色スコリア少し含むロ

2 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少量含み、櫨色スコリア少し含む。

3 にぶい黄褐色土
2層に褐色ロームが混じる居。仙石ラピリ、
樫色スコリア極少量含む。

1 黄褐色土
仙石ラピリ多量に含み、樺色スコリア少量含む。

2 オリーブ褐色土
{山石ラピリ、樺色スコリア少量含む。

3 オリーブ褐色土
1膚よりやや暗色強い。仙右ラピリ、積色スコリア少量含む。

4 オリーブ褐色土
仙石ラピリ、檀色スコリア極少量含む。褐色ローム粒少量混じる。

EZ 
。

坑 17 

1m 
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76号土坑 (SF76)

/ 
75号土坑 (SF75)

¥ ヲえ
。】7より

ー-ーーーーー、『】ーー
~tへ自町l
東へ8m

¥ 

F-8X 

口口
2 ¥ 

K_ 

A' 
日 ロ

1283 I I .--

ム

ム
Ob事4lh片

1230 .. 
Ob事l片

~¥/an1h1司43片
• 

ノ
Pl145 

A' ~ 
311. 8m 

¥吃jf 
品目国v A' 

ム

312. 2m 
ム

1 オリーブ褐色土
樺色スコリア極少量含み、仙右ラピリ含む。

2 オリーブ褐色土
撞色スコリア少し含み、仙石ラピリ少量含む。

3 晴オリーフ褐色土
仙石ラピリ極少量含む。

77号土坑 (SF77)

Jγ 日より
北へ8m

A A' 

A 

o 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多く含む。

2 オリーブ褐色土
1謄に黄色ローム粒が混じった層。仙石ラピリ極少量含む。

3 オリーフ褐色土
1層と同様であるが、仙石ラピリ少量含む0

4 オリーブ褐色土
積色スコリア少量含む。黄色口 ム粒少し混じる。

1 オリーブ褐色土
樟色スコリア極少量含み、仙石ラピリ多く含む。

2 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少量含む。

3 オリーブ褐色土
2層よりしまり弱くやや暗色。

|企石器i

i・土器|

|口礁i

。
m
 

-

第36図土坑 18
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第盟章棚返遺跡第二東名No.l53地点

78号土坑 (SF78)

ム

K 

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少量含む。

Z オリーブ褐色土
櫨色スコリア少量含むロ

3 オリーブ褐色土
権色スコリア少量含む。
黄色ローム粒少し混じる。

4 オリーフ褐色土
3層より暗色でややしまり弱い。
櫨色スコリア少量含む。

C-7より
北へ7mv 
東へ6m'、

ム

79号土坑 (SF79)

× 

K ム

A 

80号土坑 (SF80)
~〆

u，
m
m
 

-、
n
x
u
n
x
u

u
へへ

か
北
東

‘々

A 己 A' 

1 オリーフ褐色土
仙石ラピリ少し含む。

2 オリーブ褐色土
仙石ラピリ極少量含み、樺色スコリア少し含む。

A A' 
311. 6m 

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多く含む。

2 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少量含む。

3 オリーブ褐色土
黄色スコリア多く含み、黒色スコリア少量含む。
黄色ローム粒の混入があり、黄褐色味が強い。

4 オリーフ褐色土
3層より黄色ローム粒の混じりが少なく、暗色が強い。

樺色スコリア少量含むロ
リ石器!

i・土器|

!口磯|
D. t:.. 6. t::，.ムムD. s t:.. t:.. t:.. t:.. t:.. t:.. s A D. 。 1m 

第37図土坑 19
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82号土坑

--/、)

京へ1泊 、、-:J;l___

) 8I 

ム;A 

A 

『宍そが-+-

一

¥

1

1

1

入ム

士九四一戸
l

札

一

一

r

J
r
M
b
 
A 

オリーブ褐色土

1萱色スコリア少し含み、仙石ラピ')多く含む。
2 ;_rリ ブ樗色土

1層よりやや明色。燈色スコリア少し含み、
Illl石ラピリ少量吉;1"'。

3 暗オリ令ぷフ褐色土

撞色スコリア極少量含み、 f山石ラピリ少し含む。
4 ;;jリ ブ褐色土

緩色スコリア少量含均、長色スコリア少し含む。
硬質の黄色ロ ム粒混じる。

オリーブ褐色土
檀色スコリア極少量含み、仙石ラピ')含む。

2 オリーゴ褐色土

fLl!右ラピ')極少量含む。
3 オリーゴ褐色ェ

撞色スコリア少し含み、硬質のロ…ム粒少し混じる。

言語墨色土
i山:百ラピリ多く合む。

リアd>量含み、{山石ラピソ少し含む。
3 にぶい赤褐色土

権色スコリア少量含む。

" ι 

ム K

て一ーで44堅三ナ ヨ 川
(L_-ill 

1 0 i~i 1 

?1111  主主天竺:
20 坑

~ 54 ~ 

十



84号土坑 (SF84)

¥、ム十¥C-gより
~tへ3mJ
東へ3mI 

いつ
A 

86号土坑 (SF86)

九九問1貼0はよ
東へ 1m

~ミミコム十一

A (J 
A 

SNZ細粒

'" '" '"ム'" '" '"ムム.6. O. 1::，. .6. d D. O. 

第盟章棚返遺跡第二東名No.153地点

A' 

1 オリーフ褐色土
仙石ラピリ含む。

2 にぶい赤褐色土
仙石ラピリ少し含む。

3 オリーブ褐色土
糧色スコリア少し含むロ

4 黄褐色土
標色スコリア少し含み、
黄色ローム粒多く混じる。

5 黄褐色土
樺色スコリア少し含み、
にぶい黄色ローム粒多く混じる。

6 オリーブ褐色土
混入物が少なく、暗色。

85号土坑 (SF85)
Jγ干--ー

A' 

311. 2m 

8-8より
士北へ5m

東へ4m

口

A 。 .K 

表土

A' 

YL担当層

A' 
310申n

ム t::. o. f::.. t::. D. D. ム

'" '"ム6. b. D. L::. d. 6. 

ムムA
A
 

A
 

A
 

A
 

A
 

A
 

A
I
 

G
A
 

R
b
 

A
Q
 

A
Q
 

1 オリーブ褐色土
樺色スコリア少し含み、仙石ラピリ多く含む。

2 オリーブ褐色土
樟色スコリア少し含み、仙石ラピリ少量含む。

3 オリーブ褐色土
仙石ラピリ極少量含み、硬質のローム粒多く7毘じる。

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少し含む。

2 オリーブ褐色土
仙石ラピリ、櫨色スコリア少し含み、
黄色ローム粒混じる。

巨翌日
。 1m 

第39図土坑 21
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87号土坑

マιG-gより
~へ4m

A 

A 

ロ

ロ

1 オ 1)-ブ褐色土

機色スコリア少し含み、 '1111石ラピリ多く富む。
2 オリーブ褐色土

i層よりややE音色。燈色スコワア少量含み、
{山石ラピリ極少墨色、む。

3 a音オリーブ褐色土
仙石ラピリ極少量含み、暗色強い。

4 オリーブ褐色土

F-2より
北へ9m
東へG.5rn

A 

栓色スコリア、黒色スコリア極少量含む。
硬震の黄色ローム粒混じる。

89号土坑

λ/勺ιデプ

1¥' 

A' 

A' 

310.6m 

、i ーー ι一一 1 黄;唱色土

ム

88号土坑 (SF88)
!}~12より

ぺ'東へ

リーブ褐色土

三子戸f

/ヤ寸

A' 

仙石ラピリ含む。品2'""'5mmの赤褐色ローム粒混じる。
2 黒褐色土

粗粒の砂iRスコリア多〈含む0

3 オリーブ褐色土
仙石弓ピリ多く含む。 cþ2~5汀 ηの赤褐色ローム粒少し;毘じる 0

4 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少し含む。の2'"-'5酬の赤褐色ローム粒多く，毘じる。

5 8音オリーブ褐色土
lLli石ラピリ綴少量色、む。 φ10--5C剛の赤褐色ロームブロック混じる。
φ2-5mmO)赤褐色ローム粒少し混じる。

6 I天安褐色ニ仁
lùl石ラピリ樫少量含む。争 2'~5聞の赤褐色ローム粒;î;<混じる。

7 黒褐色土
8矯{こ比べしまりはない。 ct2-1C加聞の赤褐色ローム粒混じる。

自

や 2--~5mmの黄褐色ローム粒多量に混じる o
s 黒褐色土

E層に比〆Zしまりあり。ゆ2"'3mrnCO詫褐包ローム粒混じる。

90号土坑

黄褐色土
仙右ラピリ多〈含み、
控色スコ i)ア少し

にぶい重量褐色土
{山苓ラピリ
権色アコリ
褐色ローム少しj混じる。

3 オリーフ褐色土
仙石うどり少し台み、
糧色スコリア極少量含む。
優賞のローム粒少量混じる。

¥ "--ー/ / 

。より
へh
c-，8m 

A' 

¥ ¥， イ {は!石ラピリ重県〈含み、

KU ¥ \'~ ロ ノブ九一一 様色スコリア少し含む。
-¥ 一一一-一一一一_...-' / I 2 自色士

B 刊 口 3ツ/ f仙山石ラピり
¥ ¥ 】 f 桟邑スコリア

--/ 3 Iこぶい黄褐色土
l {出石ラピリ少量含む。， 

d 

ロ / 褐色ロ ム少し混じる。

Jメ~-ーす一玄 仙石ラ

YL間

坑 22
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91号土坑 (SF91) 

〉ぐD-7より
北へ5m
東へ5m

ム

ム

、、
撹苦ト、、、、

YLL 

b s 1:::，. 1::. /:::，. 

SC 1 '" '" '" '" 

92号土坑 (SF92)

C-7より

十北へ3m
東へ伽

口
ロ

ロ 臼

¥ 

ロ

K 

1565 
磨鼓石

A' 
312.0m 

t:.. f:::" b. 6 

1 暗褐色土
品4酬の櫨色スコリア、
砂沢スコリア少量含む。

2 暗褐色土
仙石ラピリ少し含むロ

3 暗褐色土

第田章棚返遺跡第二東名No，153地点

1 オリーブ褐色土
砂沢スコリア多量に含む。

2 オリーブ褐色土
砂沢スコリア、仙石ラピリ少量含み
カワゴ平パミス多量に含む。

3 オリーブ褐色土
壁崩落土。
カワゴ平パミス~休場層土までを含む0

4 オリーブ褐色土
2層に似るが混入物少ない。

5 オリーフ褐色土
2層より仙右ラピリ多く含み
カワゴ平パミス少量含む。

6 5と7の中間的な居。
7 暗灰黄色土

櫨色、黒色のスコリア少量含み
仙石ラピリ極少量含む。

93号土坑 (SF93)

A 

C-8より十
北へ5m
東へ9m

1・2層より若干明るめの色調。

ム A31L12m 

骨4酬の樺色スコリア多く含む。
4 黒褐色土

品3酬の櫨色スコリア少し含み、
ゆヰ棚の炭化物極少量混じる。

SC 1 '" 

1 オリーブ褐色土
鐙色スコリア少し含み、
仙石ラピリ多〈含む。

2 褐色土
壁崩落土。黄褐色ローム粒多く混じる。

3 オリーブ褐色土
1層より暗色強い。仙石ラピリ極少量含む。

4 オリーブ褐色土
3層に黄褐色口ーム粒が混じった層。
樺色スコリア極少量含む。

第41図土坑 23
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94号土坑 (SF94)

B-7よりx ~ 
~tへ6m ___ デグ

東へ9m ι/ 

95号土坑 (SF95)
手 B-10より

東へ4m ¥、く7久

A 

A A' 

A' 

ム K 
310.6m 

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多く含み、櫨色スコリア少量含む。

Z オリーブ褐色土
権色スコリア、仙石ラピリ少量含む。

3 オリーブ褐色土
櫨色スコリア、仙右ラピリ極少量含む。

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多く含む。

2 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少し含み、品5酬の褐色土ブロッウ少し混じる。

3 暗オリーブ褐色土
ゆ1O-20mmのロームブロック混じる。

4 オリーフ褐色土
ゆ30-50mmのロームブ口ッヲ多く混じる。

no 
n

u

d

j

 

「

r

h

l

i

m
b

よ
い
川
九
州

ρ
ぃ
叩
へ
へ

n
r
北
東

胡

々

号nnu 

n同日
V

~〆

97号土坑 (SF97)

々かれより

東へ2m

A 
ム 。 A' 

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多く含み、 φ5mmのロームブロッヴ多く混じる。

2 オリーブ褐色土
仙石ラピリ少し含み、 φ5-10酬のロームブロッウ少し混じる。

3 オリーブ褐色土
φ20-30mmのロームブロッヴ混じる。

4 灰黄褐色土

ゆ50-10伽のロームブロッウ多く混じる。 I企 石器|
5 暗オリーフ褐色土 l・ _ HH  I 

φ20-30mmのロムブロッヲ多〈混じる。 I口 礁!

1 オリーブ褐色土
仙右ラピリ唐土に櫨色スコリア少し含む。

2 オリーブ褐色土
仙石ラピリ層土にφ50mm程のロームブロッウ多く混じる。 。 1m 

第42図土坑 24



98号土坑 (SF98)

ト11より

北々へ6m
東へ4m

ム K 

第凹章棚返遺跡第二東名NO.153地点

99号土坑 (SF99)

A A' 

ー‘ーー圃----品;'

A 
SNZ細粒

A' 
306.7m 

BBII 
-sc 

~ 

100号土坑 (SF100)

J¥ 
A 

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多く含む。
φ5mmのローム粒極少量混じる。

2 オリーブ褐色土
ct5-20mmのローム粒混じる。

3 灰黄褐色土
ローム粒多量に混じる。

4 灰オリーブ色土
ゆ5-10mmのローム粒少し混じる。

1 オワーブ褐色土

1 黄褐色土
仙石ラピリ層土。

E オリーブ褐色土
仙石ラピリ少し含む。

仙右ラピリ多く含む。
2 暗灰黄色土

仙石ラピリ含み、 ct5mmのローム粒混じる。
3 灰黄褐色土

ゆ2-3聞のローム粒多〈混じる。
4 にぶい黄褐色土

φ5-10酬のローム粒多〈混じる。

101号土坑 (SF101)

A' 
305.5m 

ム tO A' 

8m 

1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ唐土に樺色スコリア含む。

第43図土坑 25
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2 オリーフ褐色土
仙石ラピリ層土にφ30-50酬の
ロームブロック多〈混じる。

3 オリーフ褐色土
仙石ラピリ少し含み、
φ10-20mmのロームフロッヴ混じる。

E:!J 
。 1m 
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十 C-12より
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--+干=ー
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ト/二三¥八¥削平

巳メ
K 
303. 2m 

1 黄褐色土
仙石ラピリ多く含む。

2 褐色土
<t5mm程の褐色土粒少し混じる。
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1 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多量に含むロ<t5酬のローム粒;毘じる。

2 暗オリーフ褐色土
骨10-50冊のロームブロッウ多く混じる。

3 黒褐色土
φ2-3聞の櫨色スコリア少量含む。 φ5-10胴のローム粒混じるロ 。A' 

ゑ~

A 

¥ 
107号土坑 (SF107)

X F-10より
北へ8m
東へ3m

K A 

104・105号土坑 (SF104・105)

/ 
K-10より×
北へ5m
東へ8m

.K A 

1 黒褐色土
組粒の砂沢スコリア多く含む。

2 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多く含む。 <t2-5聞の赤褐色ローム粒少し混じる。

3 黒褐色土
樺色スコリア極少量含む。

4 オリーブ褐色土
仙石ラピリ多く含む。ゆ2-5叩の赤褐色ローム粒梅少量混じる。

黒褐色土
仙石ラピリ含み、ゆ2-4mmの按色スコリア少最含む。

1m 。

26 坑

-60-
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2 ~I母，語ゴニ

示、 F-3よリ

北へ伽1

ハ
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北へ501
J~へ2m

~一一一一一→ι一」一一一九一ー一_J
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みヌZZ

今友三ア7下旬

弘芳三ヨ
A 

1 にぶい赤褐色!土

i 結褐色土

品i，_，2mmOJ炭化物、品物耐nO)続土粒少し混じる。

じり、昨朝日羽の焼土粒多〈混じる。

3号焼土 J考
3号焼土完掘状j児

リ
加
い
川

引印へへ

-
b
f
u
旨
同
休

日
1
1
Eいぺ ¥ 
A A 

トふ

N 
U 
N 
N 

A 
パ

A 

J
J
 

一ガーョヨ一グ
1 暗;墨色土

リアs;く含み、の 1~2mmO)白色パミス少量台む。

し:毘じる。

4母焼土 5~守焼土 (FPS，)

E 

-i-G-~.より /ィ、 001ィてぐヘ
en!;; 

ゴ巳へ5rn
東へ2m

Jl. !官、外?幻 i¥' 

4号焼土

1 黒褐色土

カヴゴ平パミス多く台、み、品 2~51T百の技化物

少し混じる。

九 ;;' 
ロ01

3Hi.1泊 l

ワゴ平パミス多く省み、ゅZ，_'5.mmの炭化物

少し混じる。

品 2~._， 4mmO)蛇土粒 L 混じる。

5号焼土

3 百「守褐色土
カワゴ平パミス少し含み、 QJ2'.，_，，5mmW炭化物

多量に混じる。

め 4~1 仏吋'1]の焼こじま立多量に混じる。

ご二コご「一一一一
勿万万万ηラph市二号所

⑪土橋口線

A 石器 。炭化物

o ~ 
匝孟"!ll!JLi!i"mI!n.n];!f/戸高芯函高石両副

土
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第二東名No.l53地点棚返)遺跡第田章

20 i童

ここで

であった。出土し

(1) 

る。

ミス包含層iこ集中しているが、早期、前期につい

らほぼ同じ割合で出土しており、

前期は

このうち出土した。。晩期のもの

けら出土状況

ミス

しかし平面分布で、

て

は北部に

ないこともあり便宜上こ'-7こもっ
しjは第皿章、

:j撚糸文土器

:押型文土器

:白戸下層式及び白戸

ヶ島台式土器

;茅山下層式土器

前期

A類:清水/上II式土器併行

B類;

は以下のとおり。

:茅山上層式土器

文二器

日類:早期不明

p 
i 

吋

Q 。

B 

C 

D類:

五

E 

中期

;五領ヶ台式土器

C 

四群

@力日曽平日E 

D類:井戸尻式土器

;加

:中期縄文土器

口い]E 
寸「

ド

Bs頃;

C類:

第J.V群固後

第V群:晩

期

期

1君主

早期 して出土している。ら南東Jこ伸びる尾根Aと尾根A南側の斜面

J白j

2はRく原体の詳細は不明。らの出土である。2点とも

している。

押型文土器B 

5は横方向にしミる。さ3と4はそれぞ、れ縦方向に出土している。

口縁部外面にヘラ状工具によるキ

した。そのうち1

を作成した。別の I

6は2種類の原体を用し

ように見える

される。

はほぼ集中して出土しており胎土、

は出土地点が離れており胎

タイ2 

さも同じことから同 A 個体と考

ることから別個体とした。 してし Aる。

を縦位に

7は6と同様の押型文であろうと

土も

し=ヤツタをとユニオン

昇
。ノさてしミる。

られている。

によるキザミ

もていねいにナあり

に施す。口縁部はヘラ

6よりもカヨ、
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に併まれることから

と刺突、日 15，は沈線と口唇部にキザミを

。16は文様構成及び胎土は [1"15

く別の型式とも考えられる。

'7 
Q iま

行すると

2 

当3fある。 1717~，~19 

D 

とした中を
。

又
U
V

る。 19~ま|コ唇部よる、~ì、m

山下層式土器E
 

v，--， ものを:茅山下層式土器と Lてまとめた。 ;~;O はじ

加えてしユる。 23は えら

〉る。 24"25 

あり 23 ，-.~2öは軟質である。

ゐことによって

f 、化、

としてまとめた026は

きた。口径復元窪31 、残

きなかった同一個体の

に細かなキザ

は 1~'~7mmの赤色

を含む。

いものを、

上層式土器

22 

F 

口縁部

。 3] は底部である。 26~~28に

口唇部は角

る可能性がある。

ら胴部上半にRLの縄文を横i立に施す。内面

〈含む。軟質である。 29・30は内外国、

は胎士に繊維痕は多ぐはなく、

は厚さしkmを測る。

fどものも

粒子、
」レ

色ご

G 

、~

h'" 
" } めしていしているが胴部が 1/3は僅かであり、底部も

器壁は厚さl

胎土に

3.2は口縁部の

は条痕調整、外固

まれる。器壁は厚さlo3cmを測る。

打越併行と考えられる。

る。
レ、
'e!: した。

る。胎土は

明

32 ~， 

ト!

した。な土器をここにまとめ

な施ある。 34は外反するを有する土器

される。

もの、同一個体

上層~子母口

はIAcmと厚い。

ある。 379

ある。

文具を用いて

守

Q 。

胎土に

と思われる

つ

日

えてし通る。042は施文の方向を

)0  45は円頭状口唇部と

ため詳細

に深く明瞭なキ
円

む

2 

3点共外面

いキザミを加える。

o
 

h
 

t
J
V
 

、 I寸'、、 哲也

ある o 46は薄い

44にキ
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第二東名No.153地点1問返;重自民第1II主主

をえられる。の土器とh
リ

ト
t
h〈

ノ

ものである。い

1.. 1 
Lーし〆る土器をえら

a:'. 

ると

れ
，~、

引いている o 47としている。 L17'νb2は口帝京音日に 3

はそ を器面に}ブ

ある。している。器壁は厚さ

k. 57は

した。の{更宜土ここバ、
νノ会。ると

巴

。えら併行すーると日

ついては!つ
d 

1. )ヲ酔

乙声 V<._.C 

を3種とした。層位的なまとまりはないが2

かけて出土している。

と2b 

とし棋

は地ゴくはなく、

l種

その上にヘラ

内側をもちい

してし当る。向

に転がしている。 74

る。

z 
'0，1。

円形貼付け文を

67~<<J 71 は LHの

65 c 

73はRLの縄文原体を

78 とRL

o 80は

める。

させる口縁部で全面に

と厚手である。

~77 

める。

し3.5cmのところで折り

f 

は口

えられるものを

月1中q

νノ

匝

となるのは巾期

によあるた土器、

り

押文を用いる。

を用いる。

)'"，，"' 

V'-
、司、
‘ 

にキャタピラ

;盗帯上にキる!二!

にさ手

く用いる。

井戸尻式土器:I < J の字に屈曲

を用いる。

本〉
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l点が該当する。 1. II類の石鍛と比較し、小型の石鍛で、ある。

欠損品(形状不明) (24'"'-'30) 

未製品 (31'"'-'44) 

第四章棚返遺跡第二東名NO.153地点

周縁部からの加工が組く素材の一部を残すため未製品とした。 37は断面形が他の製品に比べ厚手で器

形も整っていない。平面形態が I類に近いもの39・43・44、II類に近いもの31・33・35・38・40'"'-'42、

皿類に近いもの37に分類可能である。

スクレイパー(第74図1-76図16)

スクレイパーは30点28個体出土している。そのうち、 16点を図示した。黒曜石製14点、ガラス質黒色

安山岩製8点、珪質頁岩製2点、硬質細粒凝灰岩製 l点、ホルンフェルス製 l点、チャート製 l点であ

る。図示した資料は加工形状により細分を試み、ここで、は下記の基準に従って分類・図示した。

I類 主に素材の片面から加工を施し、刃部を作り出しているもの(l'"'-' 5) 

II類 主に素材の両面から加工を施し、刃部を作り出しているもの (6'"'-'11)

皿類 素材の縁辺を挟るように加工し、刃部を作り出しているもの(12'"'-'16)

I類 主に素材の片面から加工を施し、刃部を作り出しているもの(1 '"'-' 5 ) 

5点が該当する。 1• 3は珪質頁岩製、 2・4・5はガラス質黒色安山岩製である。 1• 2は素材の

比較的薄い部分を加工し、 lは下端部に 2は側縁部に刃部を作り出している。 3'"'-'5は主に素材に厚み

のある部分を加工し、 3・4は右側縁部に 5は左側縁部に刃部を作り出している。また、 3・4は主要

剥離面の打点部を断ち器形を整えている。 3は左下端部の折損部に加工を施していると考えられる。

II類 主に素材の両面から加工を施し、刃部を作り出しているもの (6'"'-'11) 

6点が該当する。 6・7は黒曜石製で、産地同定をおこなっていないが、肉眼鑑定から 6は神津島系

または信州系の黒曜石、 7は伊豆箱根系の黒曜石だと推定される。 8. 9はガラス質黒色安山岩製、 10

はホルンフェルス製、 11は硬質細粒凝灰岩製である。 6'"'-'8は素材の比較的薄い部分を加工し、 6・8

は下端部に、 7は右側縁部に刃部を作り出している。 9'"'-'11は主に素材に厚みのある部分を加工し、 9・

10は左側縁部に、 11は上端部を除く周縁部に刃部を作り出している。6・7は産地同定をおこなってい

ないが、肉眼鑑定から 6は神津島系または信州系、 7は伊豆箱根系の黒曜石だと推定される。

国類 素材の縁辺を挟るように加工し、刃部を作り出しているもの(12'"'-'16) 

5点が該当する。 12'"'-'15は黒曜石製である。 12は裏面から加工を施し扶りを作り出している。左側縁

部は表裏両面から加工を施している。右側縁部にも加工が施してあり他の用途を持っていた可能性もあ

る。 13は左側縁部全体と下端部に細かな加工を施し、左側縁上部に両面から加工を施し挟りを作り出し

ている。 14は両側縁部に扶りを作り出している。右側縁部は表裏両面から加工、左側縁部は裏面から加

工している。挟り部分が左右対称に施され断面が凸レンズ状に加工されていること、下端部が折損に

よって失われており形状は不明で、あることから、他の用途を持っていた可能性がある。 15は左側縁部に

裏面より剥離をおこない、明確な扶りを作り出している。上端部を折損、下端部を欠損しており器体形

状は不明で、ある。産地同定の結果、 12は天城柏峠群、 14は諏訪星ヶ台群となっている。 13・15は産地同

定をおこなっていないが、肉眼鑑定から、いずれも信州系の黒曜石だと推定される。 16は硬質細粒凝灰

岩製で下端部裏面から剥離をおこない扶りを作り出している。他の黒曜石製の製品と異なり、素材剥片

の薄い部分に扶りを作り出しており、他の用途を持っていた可能性がある。

模形石器(第77図 1-7) 

模形石器は 7点が出土しており、素材は全て黒曜石の厚手の剥片である。上端部と下端部につぶれた

ような細かなひび割れが見られ、そこから対向方向の剥離痕が残ることから衝撃痕であると考え模形石

器とした。 3は左側面部に微細な加工が見られるためスクレイパーとして使用されていた可能性もある。

- 89-
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石材は全て黒曜石製、産地同定の結果2・4・6は諏訪星ヶ台群、 5は神津島，恩馳群、 7は天城柏峠群、

lは推定不可、 3は産地同定未実施となっている。肉眼鑑定から 1は信州系、 3は神津島系または信州

系の黒曜石だと推定される。

石核(第77図 1-78図10)

石核は29点出土している。そのうち10点を図示した。石材は黒曜石製25点、硬質細粒凝灰岩製 2点、

ホルンフェルス製 l点、細粒安山岩製 l点となっている。黒曜石製の石核 1"'8は厚みはあるが比較的

平坦で、小さい素材を用いている。特に 1・3・4は自然面を多く残し、元々小さな石材を素材としてい

たことがうかがえる。 7は剥片を素材とした石核だと考えられる。石核 1"'8は平坦面や節理面、自然

面を打面として打面調整や頭部調整をせず不特定の方向から打撃を加えている。目的とする剥片形状は

不定形であり用途についても不明である。 9・10は拳大の礁の比較的扇平な礁の磯面より打撃を加え剥

自在をおこなっている。

打製石斧・関連資料(第79図 1-83図28)

石斧は48点31個体出土している。使用石材は細粒安山岩製 7点、緑色凝灰岩製7点、頁岩製 6点、ホ

ルンフェルス製4点、角閃岩片岩製 2点、珪質粘板岩製 l点、組粒砂岩製 I点、細粒砂岩製 l点、緑色

片岩製 1点、輝石安山岩製 l点となっている。このうち24点を図示した。加工は縁辺部のみで胴部には

自然面や素材の剥離面を残すものが多い。 1"'17は部分的な欠損等があるものの形態分類が可能であり、

平面形態により、ここで、は下記の基準に従って分類・図示した。

なお、分類不可能と判断した欠損品19"'23及び未製品24と共に関連資料25"'28を末尾に図示した。

I類 短冊型:長方形に近い形状で、刃部と基部の幅が近似しているもの(1"'9)

II類捜型:台形に近い形状で、刃部が基部に比べ張り出しているもの(10'"16) 

皿類 草軽型:楕円形に近い形状で、曲線的な刃部・基部を持つもの(17)

I類短冊型(1"'9)

9点、が該当する。 1は大型の打製石斧で周縁部に加工を施しており、側縁部には着柄痕と見られる稜

線のつぶれが観察できる。刃部裏面側に磨痕があり、一部刃部を磨いている打製石斧であるか使用によ

る摩耗痕の可能性がある。刃部には使用痕と考えられる複数の剥離が見られる。 2は器体中央部から折

損している。先端は板状に剥離し器体が薄くなっているが、意図的な剥離とは考え難く、右側縁部に未

加工の部分を残すことから未製品の可能性がある。 3・4・7には、側縁部に着柄痕と見られる稜線の

つぶれが観察できる。刃部には使用痕と考えられる複数の剥離が見られる。 5・6は刃部の稜線がつぶ

れ丸みを帯びている。 6は左側縁部が折損している。 8・9は器体を大きく折損するものの残存部の形

態から I類とした。

II類援型

7点が該当する。 10は、表面の周縁部に加工を施すものの裏面にはほとんど加工が見られないため、

裏面加工の際に欠損した未製品である可能性がある。 11は円磯面をそのまま活かし周縁部に加工を施し

器形を整えている。側縁部には稜線のつぶれが観察で、きる。 13は剥片の周縁部にのみ加工を施し器形を

整えており、側縁部に稜線のつぶれが観察できる。また刃部を折損している。12・14は側縁部に稜線の

つぶれが観察で、きる。12は基部を折損している。15は小型の打製石斧である。風化のため刃部表面にリ

ングが判然としない面がある。16は基部を折損した後、折れ面を再度加工したと考えられる。

国類草蛙型(17)

l点が該当する。 17は縁辺部に加工を施し刃部を丸く形成している。他の打製石斧と形状が異なるこ

とから他の用途に使用されていた可能性もある。基部は折損している。

欠損品(18"'24)
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第E章棚返遺跡第二東名No.l53地点

18'"'-'21は基部、22は胴部、23は刃部の一部であると考えられる。 24は縁辺部まで、磯面が残っているため、

製作途中に欠損し放棄された可能性が考えられる。いずれも大半を折損しているため形状は不明で、ある。

未製品 (25)

25は刃部及び側縁部に加工を施すものの基部は未加工のままで打点部も大きく膨らみ器体も大きく

反っている。

関連資料 (26'"'-'28)

26は石材・加工から打製石斧関連資料としたが、他の製品に比べ小型で、あるため、別の目的のために製

作された可能性がある。 28はホルンフェルス製の剥片の左側縁部に微細な剥離痕が見られる。石材と形

状から打製石斧未製品としたが、スクレイパーとして使用された可能性もある。

27は側縁部に加工痕があるが、形状も整っていないため打製石斧調整剥片だと考えられる。

融石・磨石・凹石(第84図 1~91 図74)

敵石は53点52個体、磨石・敵石(凹石 1点を含む)196点、磨石127点、合計375点が出土している。

このうち敵石30点、磨石・敵石41点、磨石 2点を図示した。石材は375点中47%が輝石安山岩製、次い

で玄武岩製が29%、多孔質玄武岩製が7%、デイサイト製が5パーセント弱で上記の石材で90%弱を占

める。図示した遺物に関しては敵打痕・磨面の部位により細分を試み、ここで、は下記の基準に従って分

類・図示した。

I類 敵石(1 '"'-'29) 

a 棒状の礁の端部に敵打痕を有するもの。(1 '"'-' 15) 

b 棒状の礁の胴部・端部に敵打痕を有するもの。(16'"'-'24)

c 卵形・肩平な礁の不特定の箇所に敵打痕を有するもの。 (25'"'-'29)

なお、 27については平坦部の表裏に深い敵打痕を有するため、凹石と分類できるが、

不特定の箇所に敵打痕を有するため I-c類に分類した。

II類 磨石・敵石併用 (30'"'-'72)

a 棒状の礁の胴部に磨面、不特定の箇所に敵打痕を有するもの。 (30'"'-'40)

b 不定形の礁の胴部・端部に磨面、不特定の箇所に敵打痕を有するもの。 (41'"'-'42)

c 肩平な礁の平坦部に磨面、不特定の箇所に敵打痕を有するもの。 (43'"'-'50)

d 肩平な礁の平坦部・周縁部に磨面・敵打痕を有するもの。 (51'"'-'58) 

e 肩平な礁の平坦部に磨面、周縁部に磨面 ・敵打痕を有するもの。(59'"'-'63)

f 肩平な礁の周縁部に磨面・敵打痕を有するもの。 (64'"'-'72)

田類 磨石 (73・74)

a 肩平な礁の平坦部に磨面を有するもの。 (73・74)

機器(第92図 1~93図 12)

磯器は19点出土している。石材は13点が輝石安山岩製、 6点が玄武岩製で、いずれも比較的平坦な礁

を使用している。 15点を図示した。 8以外は全て片面から剥離を施し刃部を作り出している。 1'"'-'3は

刃部の対極に敵打痕がある。 10・11は両極に剥離痕がある。 8は表裏両面より剥離があり、石材が玄武

岩であるため石核とはせず磯器と判断した。 2・3・5は磨面があり石皿等別の用途があった可能性が

ある。

石皿・台石(第94図1~96図23)

石皿・台石には、重量2.0kg以上で手持ち使用に適さないと判断した磯石器を分類した。ただし、磨

痕により明確に凹面部が形成される礁に関しては、小型で、あっても磨石とせず石皿として扱った。石材

は輝石安山岩を用いているものが非常に多く全体の 7割以上を占めた。
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石皿・台石は149点(石皿135点・台石14点)出土し、そのうち24点を図示した。欠損等があるものの形

態分類が可能で、あり、平面形態により、ここで、は下記の基準に従って分類・図示した。

I類石皿礁の比較的平坦な面に磨痕が認められるもの(1 -----20) 

II類 台石磯の比較的平坦な面に主に敵打痕が認められるもの (21-----23)

I類石皿(第94図 1-----第95図20)

1-----3・10-----12・14は磨痕により樋状に凹みがあり、磨りの方向がある程度一定だ、ったと考えられる。

4・5・7-----9・13・16・18は磨痕により中央部ないしは一定の箇所が皿状に凹んでいる。 6. 15・

17・19・20は明確な凹みはないが、平坦面に磨り面を持つ。 13・20に関しては磯器として使用された可

能性もある。 7・12・14・18は撹乱からの出土であり、 7. 12は黒色付着物がある。 9. 10-----15・17-----

20は欠損品である。

II類台石(第96図21-----23) 

l は平坦面の比較的中心部分に敵打痕が残る。裏面に磨面を持つため石皿として使用された可能性が

ある。 2・3は住居跡内から出土し、石囲い炉の炉石の可能性があるが、黒色付着物がなく被熱も判断

できなかった点、敵打痕及び磨痕が確認できる点から台石とした。 2は断面が三角形であり、平坦面を

地に付けておいた場合、天を向く稜線の一部に剥離痕が見られるため、台石打法のような用いられ方を

した可能性もある。 3は平坦部に磨痕と敵打痕、端部に敵打痕が認められるため、何らかの作業台とし

て使用された可能性と共に磨敵石のような使われ方をしていた可能性もある。

( 3 )石器集中部(第69図-71図)

石器が集中して出土した地点を便宜的に石器集中部とした。いずれの集中部も黒曜石製の剥片が大部

分を占め、微細な剥片が多数出土していること、石織や小さな石核が出土していることから黒曜石製の

石器を製作していたと考えられる。なお、石器集中部は67図に示すとおり醗石器の出土地点、と重なる形

で分布している。また、 50図に示すように石器集中部 1• 2の周辺からは主に前期の土器が、集中部 3

の周辺からは主に早期の土器が出土している。

石器集中部 1(第69図・第15表)

調査区第 I区南側の B-7・8、C-7・8、0-7グリッドにまたがって確認され、長軸16.5m短軸

110.6mの範囲に黒曜石286点、珪質頁岩 l点、緑色凝灰岩 l点が密集した形で分布する。標高311.3m

を中心に約1.4mのレベル差が生じている。出土層位は富士黒土層が中心である。北東から南西にかけ

て傾斜しており、それに沿って遺物が検出されている。石器群は石鍛6点、スクレイパー 4点、模形石

器 I点、石核4点、打製石斧 l点、剥片類271点の合計288点である。石器集中部 lの黒曜石産地同定は

9点の実施で、箱根畑宿群・天城柏峠群・神津島恩馳群・諏訪星ヶ台群の石材が使用されている。結果

を第15表に示す。重量0.1g以下の100点の剥片を除き、出土した黒曜石の総重量は158.5g (平均重量

0.92 g)であった。

石器集中部 2 (第70図・第15表)

調査区第 I区南側のC-8、0-7・8グリッドにまたがって確認され、長軸11.4m短軸8.9mの範囲

に黒曜石108点、ホルンフェルス 2点、珪質粘板岩 l点、が密集した形で分布する。標高311.7mを中心に

約0.8mのレベル差が生じている。出土層位は栗色土層が中心である。北西から南東にかけて傾斜して

おり、それにそって遺物が検出されている。石器群は石錬 l点、スクレイパー l点、石核3点、剥片類

106点の合計111点である。黒曜石産地同定は一部のみの実施で、天城柏峠群・神津島恩馳群の石材が使

用されている。結果を15表に示す。重量0.1g以下の32点の剥片を除き、出土した黒曜石の総重量は74

g (平均重量0.95g)であった。
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石器集中部 3 (第71図・第16表)

調査区第 I区西端のG-2・3グリッドにかけて確認され、長軸9.2m短軸6.6mの範囲に黒曜石592点、

ガラス質黒色安山岩12点、硬質細粒凝灰岩 3点、水晶 2点、珪質頁岩 2点、チャート l点、細粒安山岩

l点、ホルンフェルス l点、珪質粘板岩 l点が密集した形で分布する。標高315.6mを中心に約1.0mの

レベル差が生じている。出土層位は栗色土層が中心である。南西から北東にかけて傾斜しており、それ

にそって遺物が検出されている。石器群は尖頭器 l点、石鍛12点、スクレイパー 4点、模形石器 3点、

石核 8点、打製石斧未製品 l点、石刃 l点、剥片類584点の合計614点である。黒曜石産地同定は17点の

みの実施で、箱根畑宿群・天城柏峠群・神津島思馳群・諏訪星ヶ台群の黒曜石が使用されている。結果

を16表に示す。重量0.1g以下の244点の剥片を除き、出土した黒曜石の総重量は278g (平均重量0.75

g)であった。
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第III翠棚返還[跡第二束三sNo.153t也点

「
') 中世 と

v こではヰ世以 L 
」

」

舟J
7 
し

コE
'"，，) 0 L 8基、 町

山

， 
dフuコ7三。

ムム

した遺構は、土;坑8基であった。遺構の製作時期については、覆士、 1 検出状況の情報のみでは判

より あると判断した。こ

こでは

を含めて報告する。

より大別し、土坑に L 
」 t:qれるものについて

りである。

さ~/したもの③

II 

ともカワ

n区の斜面から検さ

も類似している

ワ
o '-' 

ある。叩8号土坑内西側壁面付近より馬の

同一時期

される している

こなっていないた は不明である。

U 

Il群に卦類される土坑は 6

コリアを含む憎から検出された。

は不明であり、時期の特定には至ち

も直径l

r工
ーノ

さは仏2~~OA7m 、

らのj童:担1出土もないため百平細

った。

2a 窯 跡(第四国，....， 101 

より窯跡が2

け、焚き口は北東側lこ設けら

きる。煙道があることからも、

。いずれの窯も地形は北東側に下がる煩斜で煙道を南西倒に

ら南西に向かつて上昇するj員iを利用したことが推測で

いずれの護跡でも残存していない。

側壁面およ

口から

ミど、 るため、焚き

される。
ψγ 

，'-

( I S X 1 

し、完掘時の;長報! さは約

を呈している。 ようにして、d したよう

を窯の内部と考えた場合、奥行き

を含まない白色粘土層と

Jmであったと考えられる。

あったと

( 2 ) 

る。

jjッドに位置し、完掘時の長抽

を呈している。焚き口の左側縁から約l.2rnにわたっ

さは

に配置されている。

きり:約2.4則、 i幅 。4mであったと考えられる。

まない白 しユることから あったと

えられる。第 3J曹は崩落した天井の可能性も考えられるが、詳細は不明で5ある。
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2 

黒色立
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! 口京へ71日、 i口 ム「

¥¥ 
X 

_[_ 

EP 

2m 

民慨器 1

-14Li-

)s-8より

北へsm
東へ7m ¥.. .... 

~\ 

1 黒色之

つ

)完i屈状況

|口

D' 

く;Eじる。

1層より焼土粒の混じり l土少な〈、弄J件強い。
3 黒色土

褐色土r，f立、ゆ2n山の炭化物1:7く混じ00

4 黒色土
煙j旦部土佐1貢土。品 <1.~-.101l1仰の 13~土佐多< ;昆しり
下層に φ2.-"，_，'~WrnrílrJ)コークス混じる。

5 黒i色_，t

巴

じり、

， 
SX021i主士よザやや明るい色調。

8 
ゆ 4行革1の炭化湖、 'ií~士粒混じる。



第二東名No.l53地点棚返遺跡第盟主主

j¥j-9 

B 

001 

、立:

日昔赤褐色土

cb 5n刊の白色粘エを多量に含む。

2 a音赤褐色土

1層よりややくすんで暗めの色調。

3 明赤褐色土
め5"'020町コ白色村士;，11.多量にF墨L:る

4 明赤褐色土

じる。

4;20酬の白色粘工粒少量混じる。明るい色調。
出】累褐邑士

品2.--_.1C:rflll1mr主土車置がj毘じる。

5 黒褐色土

よ豆道部椴積士。下層にの IO-50mmu)コーウス多く混じる。

r 
J 

〈混じる。』罷己 3層よりく fーんだ色調。
7 

く3Eじる。
黒色土B 

白

炭化物が躍をなし、 q)2rr聞のスコリア少量含む。

。 ;i'~B音予言色土

勿ヲ涙男号万

U 

297. 4m 

m 

" 

く混じり、炭化物少量混じる。

り、ゆ2ml'l1の炭化物混じる。

J

一率一三〈ァ

P3qfC¥

ぷ皆川一〆ふ任王子
l
/
¥
c
f
¥

/
/
人
。
パ
川
午
1
1
1
1
¥
¥

へhif--LSS

12 

;4 

13 

"15 ~思喝色土
りやや暗い色調。の~，mmO)焼土粒少し混じる。

ゆ 2~601mú)焼土粒霊長く:混じり、 q) 2nuilO)炭化物少量混じる。

2 

I 





第二東名No.l53-2地点

第二東名 15一目白点

今里遺跡第IV章

今里涜跡第1'¥l章

1. 
」調査第 1

ある。(囲

Yニ上を原点とし、

|布)
、tJ
i をアノレアァベット、体に 10mの

(東西方向)をアろピ

はテストピットとトレン おいては面的な掘削をおを併用し

こなったものの、 においャては重しなしこなった。掘削は基本的に

.. 
G内つ

1" 1.-酒
し 1刀ミ

を用い、ノ九ア t ，J

とし、 1mメッシュで測量した。

は平面図 ω 立面図等を縮尺を基本と

)C c け、
， 
そごした。遺物には層位別に石器==s、磁=R

高値 (Z)を記録し取り上げた。

ともにコンピューターデ」タと L

て

して子実測により

一ニ-6 )く 7

の3種類及びブロー

およメラ、

リパーサー

った。

フィルムは35mm(カラー、自し判の

した。アイ)]/ムをlレ)1) 

調査の経過2. 

4 月'"'~ 5月におこな、平成14年11月、

(1)確認調査 l

11月

した。1カ月?のテストピットを

~""C' 
C' 

Z 
L 開始した。トを 3ヶ所

iこで集石土坑ミスを旬、「

/J こなう。による

げ)本

平成15年 4月，'-5月

4月

を検出し、

そ

した。5月初旬調査を

是主、

3 
2 ザ~(.，:o> '7' 

し t...<I'"0 '---
L 
」

あった。

5月にかけては平成18年12月

。出土遺物の内訳は、

石器、土器、

つな

子p，c.. 0 をおこな

と併せ、lこザコIj斗-(した。さオLているものを



実測図作成用写真撮影業務を国際航業株式会社に委託した。黒曜石製石器についても、棚返遺跡の石器

と併せて、独立行政法人沼津工業高等専門学校教授 望月明彦氏に依頼し、産地推定分析をおこなった。

報告書作成に伴い、全体図や遺構図等の図版作成、出土状況の記録と台帳に基づく 一覧表作成、実測

図の図版作成、遺物写真撮影と写真図版の作成をおこない、整理成果を踏まえて本文を執筆した。また、

調査現場で用いた光波測定機の記録データはCADで図化されるが、図化されたデータをベク トルグラ

フィックソフ トに取り込み、ソフト上で図版の編集をおこなった。

第18表作業工 程

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

現地調査
確認調査 本調査

一 ー-11月 4月"'5月

資料整理
12月"'3月 4月'" 3月 4月"'5月

J ~ 

E
S
T〉

宮
耳
目

ι

。
凶

ω凶
m
H〉

310.0m 

320.0m 

にJ
X=-B72叩

310.0m 

1-- ， 
X=-B7250 

300.0m 

300.0m 、九、

X=-B7150 

310.0m一一、

290.0m 

。 100m 

第102図 調査区及びグリッド配置

-148 



t}」ち-

し

と考えら

2 J書

第 3

4 

ピリ

5 

6 

ウ

8 

ア

9層

第W章今、里遺跡第二東名Nc.l53-2地点

第 2節 主主本j雇序と土層

締まりあり

りあり

2 ~~ 3 を多く

まりあり

~~~ 2 を少し

第10層暗赤褐色土居

2 を多く含む。

ロ
1 'ァー-:，t:_:>れ
V \~. ，1，-1 、 ローム団体罰:究グループによる

三i
、ア
乞〉

によって大きく

まりあり

まりとるり

まりあり

粘性なし

れ当性なし

粘性なし

や名、 t'-.:. _/、

コリア、と黒色ラピリ

コ1)アと黒色ラピ

モヨ。

5 を

r;.芯

ι に
υ 

まりあり 粘性あり ?"~311凶1) を 。黒色ラ
i 
¥ コリア

5 h~ 10mm) を

1 r"y 2 mm) を

コリア

η 

粘性あり コリアと

り

粘性なし lこ

会

赤色スコ 1)

コリアと黒色スコリア

コリア(径 3'""7 を

3 ~，~ 5 

3 ~'-' 4 を

してし￥ない。

コリア

L 
」 コリア(径 1~-3 5 コ1)、ア

している。

冠王|
Olli 

」ιーぷー-"-~苛

(表土) I OV:i;2/4 

2 槻'E"，ニ士宮 7.5¥'114;:3 

3 黒褐色土 7. 5YflA/3 

4 オ i)ープ褐色。土 7. 5YH3/L~ 

5 B音褐イe，土 KU iりYR4/3

6 にぶい褐色土 Fs lOYH3/'~ 

'1111 

7 n音褐色ゴと YL 10YH5/6 

8 褐色土 sso 7. 5''(f(4/4 

日 言電褐色土 B8 I iOYR3/4 
_O_Q_♀ J-，() 

⑩造物司 ii~~戸検出層{立 10 陪赤褐色土 日L iOYRG/6 

基本 序



o 20111 
第l よ'1'."/えトピット配置 囚孟函孟孟函平

320.5m 

ぷ~凱

~rl 9.0ι 



第二東名N(I.1 53~2地点今里遺跡~@;rv章

と遺物
r、
，J 

らな

あった。検出層位はカワ

時期 にはク
ハ
即えらせー: ヲ

CO' 包〉 正一

を一括し

し j量

ここ~.では、

ゴ平、パミスを

かった。

(1 )集

下

Jrれはり巴羽田を測る。

-"( 
c' 

し三令。

して検出され上、下差はO~25'ln ある。

あると

さ

石(第107

t二
ノ

はえられ円

またはター

3~5層も炭化物粒。

はスス判然としない。

いで、-
h
 

J
C
 

してしユる。んでいる。

合。

の言l149点で、出土層位より

を中心に富士黒土j脅から表土ま

を一括し

遺

ここで、

? 

えられる。遺物と石器7T
し土出

lこしてしミる。ミスをはカワ

もあり遺による出土しているより"J: 

ある。

、7
Q 。は明確ではない。 以下器種別

、、sl'''
]
 

fo、

となってケ2 

してに対し器l隔が広い。右脚部を

ている。器(本は右半分と

に加工が粗く

を押圧剥離により

をil J戸、し
、~ " 

折損してに加工さ2 1， )る。

いる。

(詰108図 I) 石

ら、つま

は不明である。

、刃部

を折損しており

してい;z0)0 ラス

は表裏ji日面から加工を

i闘 2) 

が出土している。 1 は夫の磁iのす出音~~こ2 

有する。つ
〕る。

皿1:百

1 っ九、./I '-_。をいと判断した
し

4
C

ち{陵用に

している。皿が

いる。UJA」

められるため、石IiJlと

内から出土しており、

-l5i 

比較的平坦な面に

うちしている。分の他、



らの あり も認めら し瓦ため、 とし 、三1 〉ス

られる。

06図 i童橋記置図

1 
G-2よ6
;H:へ911'! ~ 03 

ペペ R 日

1， A' 

主主

♂応

{ぶ
法褐色土

附子σ一一ーヶ~~ 320加

剖三匂じ大 νJと一一ん
3~/μ伊

o 2 é'<~5mmの~9沢スコリ
2--Smlnの仙石ラピリ

2 
しめる o ø 卜，， 2酬の被~'ll焼粒を少し含む。

3 覧褐色土
01-2酬のカーボン粒子を少し含み o -j '""'2mm(号令，~熱，亮土粒を含む0

4 灰貴裕色上
匂:2，.....3川のカーボン粒子を少し合み、 I刷mO)被熟焼土粒を桜少量含む 0

5 実事~'2ê士
8 2..-...3r聞のブコーポン粒子を少量合み、 12 -Im!nの司王焼土粒を少量含む。

(1 1111 

6;;町一出圃叫

第1 1号集;s
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亡一一←二三二二二弘
1石匙

13 
lii¥1l 

。 5GI;1

出皿副皿叫町川両面通品副

o lOGIt1 
山阻岡田E田岡山町幽凪函幽山町四四d

-
1
1
j
i
l
l
i
t
-
-
i
l
l
-
-
-
/
J
 

、九九

v
u
o
H
h
a

町、.、
t
B

、‘官、

日
191

白、吐勺匂町白

H
-
E
E
1
'
M
O
u
-
-
R
6
6
H
 

p
l
a
-
-
H
H
h
W
a
h
-
-
ι
O
K白司・

h
H
H

、、a
z
-
-
-
n
v

l石皿
j妾台、 S…01
28 144 
l¥n(Py) 

。 20Gm
凪画面白画面五油断幽圃圃四日

-
宮
山

I~ロ

官辞

空母号室 居住ゲIJッド 同料
。コ

遺i者名 R量 厚さ :j:iモ

産地 (g) ~r~ XJQJi~譲(日1) Y座標 (1日} 口

一一一一一一一一一一一一一一

I08-1 石鍛 l~'B G-002 。b AGKT 1.0 1. 90 l巴 79 0.42 -37J 81. 659 35447.649 320.295 

108-2 32 石頭f~ KGP H-Q02 Ob SV!HD 。04 1. 59 0.99 0.35 -871750 231 35447.433 319.335 

108-3 13 石匙 Sト.JZ G-002 G.f¥n 19.2 4.49 5.26 0.95 -87180.574 35445.680 320.417 

108-4 lL!9 民主石 三士五三!こ千同百kフ A立 (Py) 734.0 11. 88 6.126.18 

108-5 磨石 表採 E-I}円o An(Pv) 383.0 8.70 6.55 4.68 -87205.435 35489.738 310.465 

108-6 144 ;行間 101 G-Q02 AnCPy) SYl [1720. 0 2ft. 63 21. 92 7.83 -87181. 218 35442.057 320.436 3-1 

108-6 28 ;百四 :くGP G-002 An(Py) 2L;66.2 12.42 17.18 8.4: -87180.307 35442.502 320.389 3-1 

150 ~雲南f石 表採 A孔 (Fy) 616.9 11. 02 7.41 5.22 



県調査V章

棚返

ι ， 
Iよヘ、

J 
主〉13点であり、

1日高器時代

!日石

できなlこザっし〉てW ノ、その
，> 
• >P 

J 、一向。の上下動がみら

かった。

Z 

A
h
J
 

まで出土している。" り〆ど

石回しえられると

る。

9点、の炭化物を

る。暦年較正年代{直は、士、

ると、およそ1.000年前後の聞きがあ

に

けられると思われる。

2点を、住居跡床面直上より出土した

年代測定依頼した。 結果を附編分析2

を示した。

な

ζJよ》コ 7こ。1J、/
/ ' 

出土土器と

したものでありサン

4b6LJ土

ると

る。出土した炭化材の

ヒ/キ》であった。

を附編分析3に

に比べ極端に古い

、_1'.-

3二

うち 8

の

しか

ふず

にご

はできなかった。

ち口から尾十民百万

的かっ大量に

，> 
、一

較正年代値が他の 8

こと

行してゆくこと、土坑底部の形状も

されd るようになったこと カワゴ平パミスを

に、尾根沿い

あり、その 2

あり、

されていた。

( 2基)

J
d
 

掘り

的

基の したしていた。カワ

らおよそ1，700年前に噴出した

このこEに

スコリア

についてはらII

り

と

資料とな

に存在すること 戸
Lフ、

ら

本遺跡の資料は、検出さ1.(通

る。また、

していたと

、7
，~o 

いるガラス質黒

砂岩、。

に{吏用さ

、f閥、]肌川ノ口、頁岩、ホノレンアェルス、角関石片岩、

山腹や河原等で採取することはできない。丹沢系と考えられる

で力日工iし

スタレイ〆ぺ黒躍石はもちろ

岩等の石材も

片も 14点出土している 、，-;;...

a)、つ

くは別の場所で加

のはスクレイパーの lら

ど出土していないことから、I r 1:::" 0 



工さ キ
4m

器564点

〉
つ
/

器の石材採取地

(写真図版

今回、。

自

そのため、今回石皿や

第V章調査の成果とまとめ

と考えられる。

を超える石田も出土しており、

ており、

したのかは不明である のは、上記のよ

まれてしミるから三と
-':"_-三ザ

ミ三台。

に切っしョマ;

につしユでは、 よ

となり得る。

検出さ

比較も不可能であった。

また、

遺跡が広がっている

ワ
，-' 里

ル
mJ

HUU 

あったが、時期の特定の

あト隣接する棚返遺跡との

はカワ

なかったため時期 )-1， 
t1d-

えられる。
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議陸;古

独立行政法人

とする。

Sum二 F:b+SrトYトZ了とする。指標

し、測定する。

IVln叫
く)

判別図法(判別図のシート
用いる指標 図 l

図 2

① 

とする。

② 

ある。特長

とする。推定方法

っF
ijJjT J:ll 
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1 1  -0: ~ 
i 恒三

とする。
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下耳石の阜地東北北陸酬のt-1i也 北抑制。遺跡出土出

2C 10 7C 

- 59-

Rbxl00/(RtトS什YtZr)

I ~1 ~耳石白石川健闘の制。 i協踊む耳石酬)
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'-

JiRfliQ3:童跡 NG，1 

2 ) 1 
し〆 された、 lヨ50年
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図版 l

愛鷹山麓遠景(東より)

棚返遺跡遠景(南東より)第 I期調査



図版 2

棚返遺跡全景(合成)縄文時代遺構検出状況 休場層上面
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図版4

1号住居跡遺物出土状況

1号住居跡石囲い炉検出状況

1号住居跡掘方完掘状況
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今里遺跡本調査範囲全景
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l i日石
|検出さ
!が出土。
|あり 石鱗 0

1 に出土。
i なお、尾根部分において表土から中部ロームまで
i 今里遺跡はiBB返遺跡の約100m南側の痩せ尾根上に
I 1基が検出された。
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